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V
一

 九
八
八
年
か
ら
一
九
九
四
 

潤
ま
で
の
七
年
間
で
当
セ
ン
タ
 

︱
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
、
 

延
べ
一
六
一
、
三
三
九
人
で
あ
 

り
、
発
見
さ
れ
た
胃
癌
は
一
一
七
 

一
例
、
一
一
七
七
病
変
(
平
均
年
 

齢
五
六
，
〇
歳
、
男
ニ
ニ
七
例
、
 

女
四
四
例
)
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
症
例
の
う
ち
、
前
年
 

胃
の
検
査
を
受
け
て
も
胃
癌
を
 

指
摘
さ
れ
ず
、
一
年
後
の
人
間
 

ド
ッ
ク
で
胃
癌
と
診
断
さ
れ
た
 

症
列
を
偽
陰
1
例
と
し
て
、
特
 

に
進
行
癌
症
例
に
つ
き
、
組
織
 

型
、
部
位
、
X
線
の
見
直
し
診
 

断
な
ど
を
行
い
検
討
し
た
。
 

成

績
 

1、
深
達
度
の
明
ら
か
な
一
一
 

七
四
病
変
の
内
訳
は
、
8
癌
一
 

三
六
病
変
(
四
九
丄
ハ
逸
、
^
 

癌
六
四
病
変
(
一
ご
二
.
四
冗
)
、
 

！
-痛
一
1病
変
(八
-四
さ
、
 

ぉ
以
深
の
癌
五
一
病
変
二
 

八
^
六
冗
)
で
あ
っ
た
。
 

2
、
為
陰
性
例
は
九
一
例
 

で
、
発
見
時
、
早
期
癌
の
割
合
 

は
七
一
例
、
進
行
癌
は
一
一
〇
例
 

で
あ
っ
た
。
進
行
癌
の
組
織
型
 

は
分
化
型
七
例
、
未
分
化
型
一
 

三
例
で
あ
り
、
肉
眼
型
は
一
型
 

一
例
、
二
型
四
例
、
三
型
三
 

例
、
四
型
四
例
、
早
期
癌
類
似
 

進
行
癌
八
例
で
あ
っ
た
。
 

占
拠
部
位
は
じ
領
域
一
〇
 

例
、
3
領
域
六
例
、
八
領
域
四
 

例
で
あ
っ
た
。
 

見
落
し
の
要
因
と
し
て
、
穹
 

窿
部
か
ら
体
上
部
の
病
変
で
は
 

バ
リ
ウ
ム
の
付
着
不
良
が
10；
角
 

部
か
ら
幽
門
部
の
病
変
は
圧
迫
 

法
の
不
十
分
さ
が
考
え
ら
れ
 

た
、
ま
た
、
X
線
の
撮
影
時
に
 

は
発
見
さ
れ
ず
、
内
視
鏡
検
査
 

で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
症
例
 

に
つ
い
て
言
及
す
る
。
 

ュ
口
五
口
 

糸

1
1
1
1
。
 

直
接
X
線
撮
影
に
お
け
る
偽
 

陰
注
冽
、
特
に
進
行
蘿
を
防
ぐ
 

た
め
に
、
圧
迫
法
の
撮
影
法
や
 

読
影
に
習
熟
し
、
胃
上
部
に
つ
 

い
て
は
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
を
さ
 

ら
に
向
上
さ
せ
、
微
細
な
所
見
 

を
落
と
さ
な
い
読
影
が
必
要
で
 

あ
る
。

 

\
 

わ
れ
わ
れ
は
 

へ
05？
一

 
「
生
命
の
設
計
図
」
 

1̂
、
を
遺
伝
情
報
と
い
 

う
形
で
、
親
か
ら
 

受
け
継
ぎ
ま
す
。
こ
の
設
計
図
 

に
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
必
 

要
な
す
べ
て
の
情
報
が
書
き
込
 

ま
れ
て
い
る
。
あ
る
病
気
に
か
 

か
り
や
す
い
か
ど
う
か
も
当
 

然
、
遺
伝
子
が
か
か
わ
つ
て
い
 

人
の
遺
伝
子
は
約
十
万
種
類
 

あ
り
ま
す
が
、
平
均
す
る
と
み
 

ん
な
五
個
か
ら
七
，
固
ぐ
ら
い
は
 

病
気
に
関
係
す
る
遺
伝
子
を
持
 

つ
て
い
る
。
 

癌
は
文
字
通
り
「
遺
伝
子
の
 

病
気
」
で
す
 

一
部
の
塌
が
遺
伝
す
る
こ
と
 

は
、
昔
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
。
 

例
え
ば
家
族
性
大
腸
腺
腫
症
と
 

い
う
癌
の
患
者
の
子
ど
も
は
、
 

五
〇
ぉ
の
確
率
で
同
じ
病
気
に
 

な
る
。
扎
癌
の
家
系
と
か
大
腸
 

癌
の
家
系
と
か
が
あ
る
こ
と
 

も
。
た
だ
、
そ
の
本
質
が
わ
か
 

つ
て
き
た
の
は
、
こ
こ
十
年
ほ
 

ど
で
す
。
 

病
気
は
、
な
る
よ
り
予
防
で
 

き
た
方
が
い
い
に
決
ま
つ
て
い
 

る
。
そ
の
キ
ー
ヮ
︱
ド
が
遺
伝
 

子
診
断
で
す
。
一
一
十
一
世
紀
の
 

医
療
は
、
遺
伝
子
診
断
に
よ
つ
 

て
:̂̂
を
予
防
す
る
。
あ
る
い
 

は
早
期
に
見
つ
け
て
早
く
治
療
 

す
る
、
と
い
う
こ
と
が
中
心
に
 

な
る
と
思
い
ま
す
。
 

以
上
は
東
京
大
学
医
科
学
研
 

究
所
中
村
祐
輔
教
授
の
「
造
伍
 

子
療
法
の
展
望
」
で
あ
る
。
 

こ
の
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
 

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
癌
の
究
明
 

は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
 

そ
れ
に
よ
つ
て
癌
の
「
予
防
」
 

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
、
 

相

な̂
時
間
が
か
か
る
し
、
こ
 

れ
か
ら
解
快
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
難
問
も
山
積
し
て
い
る
。
 

こ
こ
当
分
の
間
は
、
早
期
発
 

見
、
早
期
治
療
と
い
う
癌
対
策
 

の
鉄
則
を
守
る
以
外
に
な
い
。
 

わ
れ
わ
れ
の
行
っ
て
い
る
検
 

診
を
地
道
に
遂
行
す
る
よ
り
他
 

に
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
、
自
信
を
持
つ
 

て
、
消
化
器
集
検
の
茧
要
性
を
 

認
識
し
、
さ
ら
な
る
前
進
を
希
 

つ
て
や
ま
な
い
。
そ
れ
が
わ
れ
 

わ
れ
の
使
命
な
の
だ
か
ら
。
 

二
、
 
二
三
、
二
四
日
、
浜
松
市
)の
特
別
講
演
 

(
は
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
日
本
人
の
が
ん
と
 

本
の
高
齢
化
は
更
に
進
む
の
で
、
癌
死
は
増
加
 

リ
防
と
二
次
予
防
を
効
果
的
に
併
用
す
る
必
要
が
 

る
集
団
検
診
が
行
わ
れ
て
い
 

る
。
子
宫
菡
、
特
に
子
宫
頃
癌
 

に
対
す
る

3̂検
診
法
は
ほ
ぼ
確
 

立
し
て
い
る
が
、
胃
痛
に
つ
い
 

て
は
血
清
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
値
で
 

ス
ク
リ
I
ン
す
る
方
法
(
ま
た
 

は
、
X
線
検
査
と
併
用
す
る
方
 

法
)
、
肺
癌
に
つ
い
て
は
ヘ
ル
 

カ
ル
ひ
の
応
用
、
礼
癌
に
つ
い
 

て
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
導
入
 

な
ど
、
癌
検
診
の
精
度
、
効
率
 

を
向
上
す
る
方
法
が
試
み
ら
れ
 

て
い
る
。
 

一
次
、
1
1
次
予
防
の
併
用
 

癌
検
診
の
効
果
を
高
め
る
に
 

は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
行
わ
れ
て
い
 

る
各
種
の
癌
検
診
を
段
階
的
に
 

併
用
し
て
「
総
合
癌
検
診
」
を
 

行
う
な
ど
、
受
診
者
の
便
宜
を
 

考
處
し
、
I癌
検
診
の
魅
力
を
高
，
 

緣
ー
色
に
つ
つ
ま
れ
た
墓
地
︱
 

の
中
を
一
一
人
で
歩
き
な
が
ら
、
 

私
は
夫
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
 

し
た
。
「
お
墓
と
い
う
の
は
変
 

な
と
こ
ろ
ね
。
貴
方
も
知
つ
て
 

い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
は
仕
 

事
先
の
駐
車
場
で
心
臓
発
作
の
 

た
め
に
死
ん
だ
も
の
だ
か
ら
変
 

死
扱
い
に
な
り
、
解
剖
さ
れ
た
 

で
し
よ
う
。
私
達
家
族
の
も
と
 

に
遺
体
が
還
っ
て
き
た
と
き
に
 

は
心
臓
も
脳
も
な
い
抜
け
殻
み
 

た
い
な
も
の
だ
っ
た
の
。
お
墓
 

に
来
て
も
ク
ラ
ウ
ス
の
魂
は
存
 

在
し
な
い
に
等
し
い
の
よ
ね
。
 

だ
か
ら
私
は
、
お
墓
に
来
る
の
 

は
好
き
じ
や
な
い
。
そ
れ
で
も
 

年
に
四
-五
回
は
来
て
し
ま
う
 

の
」
 

日
本
と
は
違
い
、
納
棺
し
た
 

ま
ま
土
葬
を
す
る
国
で
は
と
く
 

に
そ
の
思
い
が
強
い
の
か
も
知
 

れ
ま
せ
ん
が
、
物
を
考
え
る
脳
-

そ
し
て
、
レ
の
中
、
レ
で
あ
る
-レ
 

臓
が
取
り
去
ら
れ
た
遺
体
か
ら
 

め
る
な
ど
し
て
、
癌
検
診
の
受
 

診
率
を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
る
方
 

策
が
必
要
で
あ
る
。
 

癌
の
一
次
予
防
と
一
一
次
予
防
 

も
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
 

る
の
で
、
一
ー
者
択
一
で
は
な
く
、
 

両
者
を
効
果
的
に
併
用
し
、
共
 

存
共
栄
の
形
で
癌
の
予
防
対
策
 

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

保
健
婦
合
格
率
5
 ，

 6
%
 

厚
生
省
3月
；
；
；
日
発
表
 

V
第
八
三
回
保
健
婦
…
合
格
 

者
数
三
、
0
六
三
人
(
合
格
率
 

九
一
一
.六
さ
 

V
第
八
〇
回
助
産
婦
…
八
：
：
格
 

者
数
一
、
六
0
一
人
(
合
格
率
 

九
八
，
蓮
 

V
第
八
六
回
看
護
婦
…
合
格
 

者
数
四
三
、
三
一
七
人
(
合
格
 

率
八
七
，
の
冗
)
 

魂
は
消
え
失
せ
て
し
ま
う
と
言
 

う
火
入
の
言
葉
に
私
は
虛
を
つ
 

か
れ
た
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
 

病
理
解
剖
と
い
う
日
常
的
な
 

行
為
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
 

を
医
師
側
の
論
理
で
だ
け
で
考
 

え
て
は
い
な
い
か
。
移
植
の
た
 

め
に
心
臓
を
提
供
し
た
人
の
遺
 

族
の
悲
し
み
は
、
な
ど
、
恩
師
 

は
夫
人
の
口
を
借
り
て
私
に
医
 

師
と
し
て
の
心
構
え
の
基
本
を
 

思
い
出
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
 

母
は
も
う
七
十
五
歳
に
な
つ
 

た
，
と
い
う
長
女
の
ョ
タ
の
話
 

を
聞
く
に
つ
け
て
も
歳
月
の
長
 

さ
と
重
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
 

れ
な
い
旅
の
一
日
で
し
た
が
、
 

今
も
な
お
私
を
シ
ュ
ッ
ッ
ト
ガ
 

ル
ト
に
呼
び
寄
せ
る
力
こ
そ
が
 

先
生
の
魂
が
存
在
す
る
証
拠
な
 

の
だ
と
私
は
自
分
を
納
得
さ
せ
 

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

第
三
十
五
回
日
本
消
化
器
集
 

権
学
会
(
五
月
二
十
三
日
、
国
 

立
教
育
会
館
)
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
 

カ
ツ
シ
ヨ
ン
「
消
化
器
集
検
 

(
胃
^
大
腸
)
に
お
け
る
偽
陰
性
 

癌
」
で
、
愛
知
県
総
合
保
健
セ
 

ン
タ
︱
丹
羽
康
正
氏
は
次
の
よ
 

う
に
語
っ
た
。
「
直
接
X
線
撮
 

影
に
お
け
る
偽
陰
性
例
、
特
に
 

進
行
癌
を
防
ぐ
た
め
に
、
圧
迫
 

法
の
撮
影
や
読
影
に
習
熟
し
、
 

胃
上
部
に
は
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
 

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
 

︱
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

直
接
撮
影
の
偽
陰
性
例
 

近
年
、
胃
集
検
の
方
法
に
も
 

変
化
が
あ
り
、
特
に
都
市
部
に
 

お
い
て
は
人
間
ド
ッ
ク
の
普
及
 

や
個
別
健
診
の
拡
が
り
が
み
ら
 

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
 

の
際
、
直
接
撮
影
で
胃
集
検
が
 

行
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
従
来
 

か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
間
接
撮
 

影
と
異
な
っ
た
視
点
か
ら
論
じ
 

ら
れ
る
べ
き
点
も
多
い
。
そ
こ
 

で
直
接
X
線
撮
影
を
用
い
た
際
 

の
偽
陰
性
胃
癌
に
つ
い
て
検
討
 

し
た
。
な
お
、
当
セ
ン
タ
︱
で
 

は
、
口
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
 

て
一
日
に
約
一
〇
〇
人
の
直
接
 

撮
影
に
よ
る
胃
集
検
を
含
ん
だ
 

人
間
ド
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、
 

一
一
重
造
影
法
の
前
に
圧
迫
法
を
 

用
い
て
病
変
の
拾
い
上
げ
を
行
 

つ
て
い
る
。
 

対
象
と
方
法
 

4
 4
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4
 

学
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行
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発
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越
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消
|1
東
野
兼
者
 

本
夷
；
：
；
行
集
 

関̂

発̂
編
 

第
一
一
回
；
！
際
胃
癌
会
議
は
、
 

四
月
一
一
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
 

の
三
日
間
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
 

へ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
 

会
の
内
容
は
、
外
科
中
心
に
偏
 

つ
て
い
て
、
診
断
を
専
門
と
す
 

る
立
場
か
ら
は
不
満
の
残
る
も
 

の
で
し
た
。
し
か
し
、
学
会
参
 

加
者
の
大
半
は
外
科
医
で
あ
つ
 

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
学
 

会
が
外
科
の
仲
良
し
ク
ラ
ブ
み
 

た
い
な
感
じ
だ
っ
た
の
は
仕
方
 

が
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

五
月
一
日
。
前
日
ま
で
闹
に
 

た
た
ら
れ
て
い
た
南
ド
イ
ツ
の
 

空
は
晴
れ
上
が
り
、
移
動
に
は
 

快
適
な
天
気
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
早
朝
、
私
は
十
五
年
 

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
ハ
イ
ン
ケ
 

ル
先
生
の
墓
参
を
す
る
た
め
に
 

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
へ
の
道
を
 

第
三
十
六
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
五
月
I 

で
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
︱
研
究
所
長
富
永
祐
民
 

予
防
対
策
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
I 

す
る
。
検
診
の
精
度
を
高
め
る
と
同
時
に
、
|
次
 

あ
る
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

止
、
な
い
し
遅
延
さ
せ
る
こ
と
 

で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
 

飲
食
習
慣
、
喫
煙
習
慣
、
運
動
 

習
慣
な
ど
の
生
活
習
慣
を
是
正
 

す
る
方
法
と
発
癌
抑
制
物
質
を
 

投
与
す
る
化
学
予
防
に
大
別
さ
 

れ
る
。
両
者
に
は
一
長
一
短
が
 

ぁ
リ
、
一
ー
者
択
一
で
は
な
く
、
 

両
者
を
併
用
す
る
必
要
が
あ
る
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 

癌
死
は
更
に
増
加
 

わ
が
国
で
は
人
口
構
造
の
高
 

齢
化
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
を
 

反
映
し
て
癌
死
亡
数
が
年
々
増
 

加
し
て
い
る
。
一
一
十
一
世
紀
に
 

は
高
齢
化
社
会
が
さ
ら
に
進
 

み
、
高
齢
者
癌
お
よ
び
難
治
癌
 

が
相
対
的
に
増
加
す
る
と
予
測
 

さ
れ
る
。
 

検
診
の
精
度
向
上
を
 

癌
対
策
に
お
い
て
、
癌
予
防
 

は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
 

る
。
癌
予
防
は
一
次
予
防
と
一
一
 

次
予
防
に
大
別
さ
れ
る
。
癌
の
 

一
次
予
防
は
癌
の
高
危
険
因
子
 

お
よ
び
抑
制
因
子
を
明
ら
か
に
 

し
、
高
危
険
因
子
を
除
去
す
る
 

と
と
も
に
抑
制
因
子
を
補
充
し
 

て
癌
の
発
生
、
顕
在
化
を
防
 

総
合
検
診
で
受
診
率
上
げ
る
 

癌
検
診
に
よ
る
癌
の
一
一
次
予
 

防
は
、
比
較
的
頻
度
の
高
い
癌
 

で
、
か
つ
早
期
発
見
と
根
治
療
 

法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
場
合
に
 

有
効
で
あ
る
。
近
年
わ
が
国
に
 

お
い
て
は
胃
癌
、
子
宮
癌
の
み
 

で
な
く
、
肺
癌
、
扎
癌
、
大
腸
 

癌
な
ど
が
増
加
し
、
現
在
老
健
 

法
の
下
に
こ
れ
ら
の
癌
に
対
す
 

ツ
ッ
ト
ガ
ル
ド
再
訪
 

丸
山
雅
 

弋
表
世
話
人
代
一
了
 

」
お
研
究
会
附
：
病̂
院
内
科
^̂
 

急
ぎ
ま
し
た
。
 

生
前
の
ハ
イ
ン
ケ
ル
先
生
 

は
、
ド
イ
ツ
消
化
器
病
学
会
の
 

重
鎮
で
あ
り
、
ョ
ー
口
ッ
パ
に
 

お
け
る
消
化
器
内
視
鏡
の
リ
︱
 

ダ
︱
的
な
存
在
で
し
た
。
当
 

時
、
私
は
、
ョ
︱
口
ツ
バ
の
旅
 

の
最
後
は
先
生
を
訪
ね
て
数
日
 

を
過
ご
し
た
も
の
で
す
。
先
生
 

は
私
に
と
っ
て
、
学
問
の
師
と
 

い
う
よ
り
も
、
人
生
の
師
と
い
 

つ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
知
れ
ま
 

せ
ん
。
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
 

か
ら
、
三
年
目
と
五
年
目
に
は
 

私
は
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
ィ
 

ル
ゼ
夫
人
を
訪
ね
、
先
生
の
お
 

墓
に
詣
で
る
機
会
が
あ
り
ま
し
 

た
。
 

ミ
ユ
ン
へ
ン
か
ら
快
速
電
車
 

で
一
一
時
間
足
ら
ず
、
シ
ュ
ッ
ッ
 

ト
ガ
ル
ト
中
央
駅
に
は
、
夫
人
 

と
一
緒
に
、
長
女
夫
婦
と
次
女
 

の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
家
族
全
 

員
と
挨
拶
を
交
わ
す
な
り
、
 

「
食
方
が
最
後
に
私
を
訪
ね
て
 

く
れ
た
の
は
十
年
前
だ
っ
た
の
 

よ
」
と
い
う
夫
人
の
言
葉
に
驚
 

ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
墓
地
に
行
く
車
の
 

な
か
で
、
私
は
、
十
年
の
間
に
 

何
度
も
ョ
︱
 口
ツ
バ
に
出
向
い
 

て
い
る
の
に
、
そ
の
都
度
、
滞
 

在
先
の
ホ
テ
ル
か
ら
夫
人
に
電
 

話
し
て
は
、
今
回
は
時
間
が
な
 

く
て
、
と
言
い
訳
し
て
い
た
こ
 

と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
 

心
臓
の
病
気
の
た
め
に
入
院
 

し
て
い
た
夫
人
は
、
こ
の
日
は
 

夜
八
時
ま
で
の
外
出
許
可
を
主
 

治
医
に
も
ら
つ
て
我
々
夫
婦
と
 

一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
予
定
に
 

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
 

广
X；

 0
0

 ；
 く

 
X

 く
〉

 I
X
」

0
0
 

ぼ
ぽ̂
ぼ̂
^
 

^̂
^̂
^̂ 

^̂
^̂
^̂ 
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ノ

 
口
 

め
て
減
少
 

〈
生
遽
年
 

齢
人
口
一
：
 

総
務
庁
統
計
局
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
推
計
人
口
 

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
①
総
人
口
は
一
億
二
、
五
八
六
万
人
 

で
、
こ
の
一
年
間
に
二
九
万
人
増
加
②
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
ひ
ょ
う
た
ん
 

型
③
生
産
年
齢
人
口
は
、
八
、
七
一
六
万
人
で
、
戦
後
初
め
て
減
少
④
都
 

道
府
県
別
で
は
、
人
口
減
少
は
I三
県
、
一
〇
年
以
上
連
続
の
人
口
減
少
 

が
六
県
⑤
老
年
人
口
が
年
少
人
口
を
上
回
る
の
は
三
二
都
道
府
県
︱
な
ど
 

の
結
果
が
で
て
い
る
。
 

総
人
口
 

平
成
八
十̂
月
一
；
；
現
在
に
 

お
け
る
我
が
1：
の
総
人
口
は
一
 

億
一
一
、
五
八
六
万
人
で
、
七
年
 

十
月
か
ら
八
年
九
月
ま
で
の
一
 

年
間
に
一
一
九
万
人
《
〇
，
一
一
三
 

冗
)
増
加
し
た
。
 

総
人
口
を
男
女
別
に
み
る
 

と
、
男
子
が
六
、
一
六
九
万
人
 

(
総
人
口
の
四
九
.0
冗
ヽ
女
 

子
が
六
、
四
一
八
万
人
(
同
五
 

一
1
〇
冗
》
と
な
っ
て
い
る
。
 

総
入
口
の
増
加
率
は
、
第
一
一
 

次
べ
ビ
︱
ブ
︱
ム
期
(昭
和
四
 

十
六
年
〜
四
十
九
年
)
に
は
 

一
.
四
冗
前
後
と
高
い
水
準
 

(
菽
高
は
昭
和
四
十
七
年
の
 

一
.
四
き
で
あ
つ
た
が
、
そ
 

の
後
、
出
生
児
数
の
減
少
に
よ
 

り
昭
和
五
十
一
一
年
に
 一
X
を
、
 

六
十
一
一
年
に
〇
,五
X
を
下
回
 

る
な
ど
せ
下
頃
向
で
推
移
し
て
 

お
り
、
平
成
五
年
以
降
は
〇
^
 

一
一
X台
に
な
つ
て
い
る
。
 

我
が
IIの
出
生
児
数
は
、
第
 

一
一
次
べ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
は
一
一
 

0〇
万
人
を
超
え
て
い
た
が
、
 

そ
の
.；
15成
.̂頃
...？1

 ：
ち
り
、
 

平
成
八
年
は
前
年
を
一
一
万
人
ド
 

IIり
一
一
一
〇
万
人
と
な
っ
て
い
 

る
。
一
方
、
平
成
八
年
の
死
亡
 

者
数
は
九
〇
万
人
で
、
前
年
を
 

三
万
人
下
回
つ
て
い
る
。
こ
の
 

結
果
、
自
然
増
加
は
三
一
万
入
 

で
前
年
を
一
万
人
上
回
っ
た
。
 

年
ぁ
另
ノ
ロ
 

我
が
国
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
 

は
、
各
時
代
の
社
会
情
勢
を
背
 

景
と
す
る
出
生
，
死
亡
の
状
況
 

を
反
映
し
-
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
 

は
ひ
ょ
う
た
ん
型
と
な
っ
て
い
 

る
。
こ
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
 

は
、
近
年
、
出
生
児
数
が
第
一
一
 

次
べ
ビ
̶
ブ
Iム
期
を
ピ
Iク
 

と
し
て
、
そ
の
後
、
年
々
減
少
 

し
て
い
る
こ
と
を
X映
し
、
す
 

第
三
十
四
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
十
月
 

三
：
II，
島
根
県
民
ム

館̂
)の
¦般

8̂題
「
食
道
-

田
冃
」
で
、
宮
城
県
対
が
ん
協
ム
I"が
ん
検
！

セ̂
ン
 

タ
︱
阿
部
慎
哉
氏
は
「
田
III：
集
団
検
1̂
に
お
け
る
 

発
見
食
道
癌
の
現
状
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
 

語
っ
た
。
「
食
道
癌
は
内
視
鏡
検
査
で
発
見
さ
れ
 

た
も
の
が
多
い
。
特
に
5
癌
の
発
見
に
は
内
視
 

鏡
の
果
す
役
割
が
大
き
 

概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

胃
癌
発
見
を
第
一
の
目
的
と
 

す
る
巧
集
団
検
診
に
お
い
て
発
 

兒
さ
れ
た
食
道
癌
の
現
状
を
検
 

討
す
る
 

対

象
 

平
成
元
年
度
か
ら
平
成
六
年
 

度
ま
で
の
六
年
間
に
当
セ
ン
タ
 

︱
で
発
兄
さ
れ
た
食
道
癌
の
う
 

ち
、
資
料
不
足
例
を
除
い
た
一
 

一
一
四
例
を
対
象
と
し
た
。
 

成

績
 

発
見
食
道
癌
一
一
一
四
例
の
内
 

訳
は
、
8
癌
が
四
四
例
三
五
-

五
冗
、
細
癌
が
一
一
〇
例
一
六
.
 

一
X
で
進
行
癌
は
六
〇
例
四
 

八
，
八
X
で
あ
っ
た
。
全
体
に
 

占
め
る
早
期
食
道
癌
の
割
合
は
 

五
 一
^
六
冗
で
あ
っ
た
。
 

い
」
と
.。
こ
れ
は
そ
の
 

早
期
癌
率
を
年
度
毎
に
比
較
 

す
る
と
平
成
元
年
は
発
見
食
道
 

癌
一
五
例
の
う
ち
早
期
癌
は
三
 

例

で

二

平

成

三

年
 

は
一
一
一
一
例
中
九
例
で
四
〇
.九
 

冗
、
平
成
六
年
に
は
一
一
五
例
中
 

一
五
例
で
六
〇
，
〇
冗
と
毎
年
 

毎
に
上
昇
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
 

お
。
ノ
，
 

次
に
、
食
道
癌
の
発
兒
契
機
 

に
関
し
て
検
討
し
た
。
間
接
X
 

線
検
査
を
発
兒
契
機
と
し
た
食
 

迠
は̂
.れ
例̂
で
、
そ
の
う
ち
 

早
期
癌
は
 一
0例
一
八
ニ
ー
X
 

で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
に
対
し
内
視
鏡
検
査
を
 

発
見
契
機
と
し
た
六
九
例
で
 

は
"抬
は
.，
^̂
'!5：
」
八
-

三
X
と
有
意
に
高
率
で
あ
つ
 

た
。
特
に
6癌
！
：
四
例
の
う
ち
 

間
接
X
線
検
査
を
発
見
契
機
と
 

し
た
も
の
は
、
三
例
六
1
八
冗
 

そ
が
狭
ま
っ
た
「
ひ
ょ
う
た
ん
 

型
」
に
な
っ
て
い
る
。
 

な
お
、
平
成
八
年
十
月
一
日
 

現
在
の
明
治
生
ま
れ
の
人
リ
は
 

一
一
〇
三
万
人
(
総
人
口
に
占
め
 

る
割
合
は
一
丄
ハ
冗
)
、
大
正
生
 

ま
れ
の
入
口
は
一
、
七
〇
四
万
 

人
(
八
.
五
冗
)
、
昭
和
生
ま
れ
 

の
人
口
は
一
傥
三
七
六
万
人
 

(
八
二
.
四
冗
)
、
平
成
生
ま
れ
 

の
人
口
は
五
三
四
万
人
(
四
.
二
 

冗
)
と
な
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
戦
後
生
ま
れ
の
人
口
 

は
八
、
四
一
一
三
万
人
で
、
総
人
 

口
の
六
六
，
儿
冗
で
あ
る
。
 

生
産
人
口
初
め
て
減
少
 

平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

総
人
口
を
年
齢
三
区
分
別
に
み
 

る
と
、
年
少
人
口
ー
〇
〜
一
四
 

歳
)
は
一
、
儿
六
九
万
人
で
前
 

年
よ
り
三
五
万
人
の
減
少
、
生
 

産
年
齢
人
リ
ー
一
五
〜
六
四
歳
)
 

は
八
、
七
一
六
万
人
で
一
〇
万
 

人
の
減
少
、
老
年
人
口
 (六
五
 

歲
以
上
)
は
一
、
九
〇
1
一
万
人
 

で
七
四
万
人
の
増
加
と
な
つ
 

た
。
こ
の
三
区
分
別
人
口
の
う
 

ち
、
生
産
年
齢
人
口
は
、
こ
れ
 

に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
 

結

論
 

精
密
検
査
の
内
視
较
機
钝
と
 

し
て
バ
ン
ド
エ
ン
ド
ス
コ
︱
プ
 

を
；
5̂
的
に
導
入
し
た
こ
と
に
 

ょ
リ
、
発
見
食
道
癌
数
の
増
加
 

お
よ
び
早
期
癌
率
の
上
界
が
み
 

ら
れ
た
。
 

せ
期
食
道
癌
、
特
に
6
癌
発
 

兑
の
た
め
に
は
、
精
密
検
査
に
 

お
け
る
内
視
鏡
検
査
の
果
た
す
 

役
割
が
8
要
で
あ
る
と
考
え
ら
 

れ
た
。
 

0
 

第
二
十
九
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
技
師
部
会
総
会
(
十
月
五
日
、
前
橋
 

市
)
で
、
一
般
演
題
「
食
道
が
ん
早
期
発
見
へ
の
集
団
検
診
に
お
け
る
取
 

り
組
み
」
で
、
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
菊
池
好
子
さ
ん
は
「
対
象
の
集
 

約
と
体
位
の
工
夫
お
よ
び
良
質
な
造
影
剤
の
開
発
が
急
が
れ
る
」
語
つ
 

た
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

従
来
、
早
期
食
道
が
ん
の
発
 

見
は
、
X線
検
査
で
は
3：
難
と
 

さ
れ
て
お
り
、
間
接
X
線
撮
影
 

に
よ
る
食
道
集
検
は
積
極
的
に
 

行
な
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
し
 

か
し
、
近
年
造
影
剤
の
改

と̂
 

撮
釤
技
術
の
向
上
に
伴
い
"
X
 

線
画
像
は
著
明
に
改
善
さ
れ
、
 

食
道
粘
膜
の
微
細
所
兑
の
描
出
 

が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
 

で
、
今
^
我
々
は
、
早
期
食
道
 

が
ん
の
拾
い
上
げ
を
目
標
と
し
 

た
、
間
接
撮
影
に
よ
る
食
道
集
 

検
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
 

行
つ
た
。
 

対
象
と
方
法
 

ャ
成
ヒ
年
か
ら
.个
成
八
！̂
:
 

月
ま
で
の
、
当
セ
ン
タ
︱
に
お
 

け
る
1〔
1̂：
検
問̂
接
撮
影
受
 

診
者
の
う
ち
、
食
道
撮

が̂
併
 

さ̂
れ
た
三
十
五
歳
以
上
の
男
 

性
受
診
者
四
、
儿
五
一
一
人
を
対
 

象
に
し
た
。
 

食
道
撮
影
は
、
発
砲
剤
お
を
 

少
量
の
水
と
共
に
投

し̂
た
後
、
 

一
ー
〇
〇
&
ダ
〉
冗
の
造
影
剤
8
 

0
 0
3
^
1
、

ま

た

は

促

八

；

；

！

：

剂

)
 

一
五
01を
飲
ま
せ
な
が
ら
、
 

立
体
第
一
斜
位
で
行
つ
た
。
 

結

果
 

四
、
九
五
一
一
人
の

性̂
受
診
 

者
の
中
か
ら
、
結
果
的
に
八
例
 

の
食
道
表
在
癌
が
発
兑
さ
れ
て
 

お
り
、
癌
発
見
率
は
〇
^
一

 六
 

冗
で
あ
っ
た
。
八
例
の
読
釤
内
 

容
を
み
る
と
、
II拔
撖
影
：
！
！
：
所
 

チ
ヱ
ッ
ク
が
四
例
、
異
所
チ
ヱ
 

ッ
ク
が
四
例
で
あ
っ
た
。
異
所
 

チ
ェ
ッ
ク
四
例
の
う
ち
-

は
；
：
^̂し
断̂
で
チ
ヱ
ッ
ク
^
 

能
で
あ
つ
た
が
、
残
り
の
三
例
 

は
内
视
鏡
で
初
め
て
診
断
し
得
 

る
病
変
で
あ
っ
た
。
 

な
お
、
八
例
の
内
訳
は
、
6
 

癌
六
例
、
|
癌
二
例
で
、
^
癌
 

の
一
一
例
は
0
 (十
)で
あ
っ
た
。
 

結

語
 

今
回
の
食
道
集
検
の
成
锖
 

は
、
I！
集
検
に
よ
る
胃
が
ん
発
見
 

率
の
全
国
平
均
の
数
字
に
ほ
ぼ
 

匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
食
道
 

集
検
の
有
用
性
と
可
能
性
を
十
 

分
に
実
証
す
る
も
の
と
考
え
る
。
 

し
か
し
、
さ
ら
に
効
率
的
な
 

食
道
集
検
を
志
向
す
る
な
ら
 

ば
、
衬
象
の
集
約
と
同
時
に
、
 

撮
影
体
位
の
丄
夫
お
よ
び
良
質
 

な
造

剤̂
の
開
発
が
急
務
レ
ー
ゥ
 

る
。
 

ま
で
の
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
 

て
お
り
、
で
成
八

は̂
戦
後
初
 

め
て
の
減
少
を
記
録
し
た
。
 

年
齢
三
区
分
別
人
；
：
の
八̂
：
：
 

は
、
年
少
入
口
が
一
五
.歲
 

生
産
年
始
人
口
が
六
九
ニ
ー
一
 冗
、
 

老
年
人
口
が
一
五
.
一
お
で
.
 

前
年
に
比
べ
、
年
少
人
口
は
 

0

 
.

 ！
：
冗
、
生
産
年
齢
入
リ
は
 

？
 一

 一
X
と
そ
れ
ぞ
れ
低
ド
し
-

老
年
人
リ
は
0
 ，
五
X
上
昇
し
 

て
い
る
。
 

都
道
府
県
別
人
口
 

平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

都
道
府
県
別
の
人
口
は
、
東
京
 

都
の
一
、
一
七
七
万
人
、
大
阪
 

府
(
八
八
〇
万
人
)
、
神
奈
川
 

県
(
八
二
八
万
人
)
、
愛
知
県
 

(
六

九

〇

万

入

)
、

埼

玉

県
 

(
六
八
一
万
入
)
。
 

以
下
、
五
〇
〇
：
力
人
台
が
三
 

道
県
、
四
0
0
万
人
台
と
三
0
 

0万
人
台
が
各
一
県
、
一
一
〇
0
 

万
人
台
が
九
府
県
、
一
0
〇
万
 

人
台
が
ニ
ー
 県
、
一
〇
〇
万
人
 

未
満
が
七
県
と
な
つ
て
い
る
。
 

な
お
、
束
京
、
大
阪
、
神
汆
 

川
、
愛
知
、
埼
玉
の
上
位
五
都
 

山
形
県
0
 10.五
冗
)、
秋
田
 

県
|
一
〇
^
四
冗
)
、
I
児
島
県
 

(一
一
？
三
冗
)、
と
な
っ
て
い
 

る
。
 

一
方
.
最
も
低
い
の
は
、
埼
 

玉
県
 一
一
？
五
冗
)
、
次
い
で
 

神
奈
川
県
二
一
 丄
ハ
冗
)、
千
 

葉
県
二
一
，
七
％
)
、
沖
繩
県
 

ニ
ニ
.一
 冗
)、
愛
知
県
《
一
 

二
-四
き
 

大
都
市
圏
に
高
い
生
産
人
口
 

平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

産̂
年
齢
人
口
一
一

 五
〜
六
四
 

歳
)
の
割
合
を
み
る
と
、
東
京
 

都
及
び
神
奈
川
県
が
七
三
，
ヒ
 

X
で
最
も
高
く
、
以
下
、
埼
-土
 

県
(
七
三
，
六
冗
)
、
千
葉
(
七
 

二
.
八
冗
)
、
人
阪
府
(
七
一
丁
六
 

き
、
京
都
府
(
き
.
0
8
3
 

と
な
っ
て
お
り
、
大
都
市
圏
の
 

都
府
県
で
高
い
。
 

：

樣̂
年
齢
人
口
の
割
合
が
最
 

も
低
い
の
は
島
根
県
の
六
 一

 ̂

人
冗
で
、
次
い
で
鹿
児
&
県
 

府
県
で
全
国
人
口
の
三
三
，
八
 

X
と
三
分
の
一
を
超
え
て
い
 

る
。
ま
た
、
大
都
市
(
東
京
都
 

特
別
区
部
及
び
政
令
^
定
郤
 

市
)
を
含
む
十
一
都
道
府
^
で
 

は
五
一
一
，
〇
冗
と
、
全
国
人
口
 

の
一
一
分
の
一
強
を
占
め
て
い
る
。
 

平
成
八
年
に
人
；
：
が
減
少
し
 

た
県
は
、
秋
田
、
山
口
、
お
 

崎
、
高
知
、
島
根
な
ど
十
三
県
 

と
な
つ
て
い
る
。
 

老
年
人
口
年
少
人
口
上
回
る
 

.
や
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

年
少
人
口
 ー
0〜
一
四
歳
)の
 

割
合
を
都
道
府
県
別
に
み
る
 

と
、
沖
緦
県
が
I一
一
，
六
冗
で
 

最
も
高
く
、
束
京
都
が
二
一
-

七

 
X

 で
最
も
低
く
な

 つ
て
い
 

る
。
そ
の
他
の
道
府
県
は
一
四
 

I一
 七
冗
台
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
年
少
入
口
の
割
合
は
、
 

近
年
の
出
生
児
数
の
減
少
に
よ
 

り
、
す
べ
て
の
都
道
府

で̂
低
 

ド
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
老
年
人
口
(
六
五
歲
)
 

の
割
合
を
み
る
と
、
お
松
3
が
 

ニ
ニ
.四
X
で
最
も
高
く
、
以
 

下
、
高
知
県
(
ニ
ー

 丄
一
さ
、
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0̂ 

果 

ー
検
 

第
三
十
六
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
五
月
ニ
ニ
、
三
II、
 

浜
松
市
)
一
般
演
題
「
胃
癌
検
診
に
お
け
る
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
^
に
 

よ
る
検
査
間
隔
に
つ
い
て
の
検
討
」
で
、
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
尾
 

崎
幹
氏
は
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。
「
一
度
は
見
落
と
し
て
も
救
命
可
能
な
 

時
点
で
再
度
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
可
能
な
検
診
間
隔
は
、
検
診
効
率
ゃ
受
 

診
者
負
担
を
考
慮
し
た
上
で
、
二
年
間
隔
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
と
。
こ
れ
 

は
そ
.の
抄
録
で
あ
る
。
 

く
と
も
一
回
以
上
当
セ
ン
タ
I 

で
の
01？
検
診
歴
の
あ
る
五
 

九
例
を
対
象
と
し
、
以
下
の
四
 

群
(
八
群
I
検
査
間
隔
が
一
年
 

の
も
の
、
8
群
I
I
一
年
の
も
 

の
、
0群
︱
三
年
の
も
の
、
0
 

群
I
四
年
以
ヒ
の
も
の
)
に
分
 

類
し
、
早
期
癌
、
進
行
癌
の
別
 

に
各
群
の
症
例
数
、
病
理
学
的
 

比
較
、
お
よ
び
過
去
の
内
視
鏡
 

フ
ィ
ル
ム
遡
及
的
検
討
を
行
な
 

つ
た
。
 

目

的
 

胃
癌
検
診
を
上
部
消
化
管
内
 

視
鏡
検
査
(
以
下
0
1
卩
)
で
 

行
な
う
際
に
、
検
診
効
率
お
よ
 

び
受
診
者
負
担
の
軽
減
を
考
慮
 

し
た
上
で
、
胃
癌
を
救
命
可
能
 

な
時
点
で
発
見
す
る
た
め
の
適
 

切
な
検
査
間
隔
に
つ
い
て
当
セ
 

ン
タ
︱
の
症
例
を
も
と
に
考
察
 

を
行
な
う
。
 

対
象
お
よ
び
方
法
 

一
九
九
五
年
一
月
〜
一
九
九
 

六
年
六
月
の
期
間
に
当
セ
ン
タ
 

1で
01？
に
よ
る
胃
癌
検
^
 

実
施
総
数
は
一
四
、
八
八
四
例
 

で
あ
り
、
う
ち
生
検
で
は
じ
め
 

て
胃
癌
を
確
認
さ
れ
た
人
は
一
 

九
〇
例
二
九
一
病
変
)
で
あ
 

つ
た
。
 

そ
の
中
で
発
見
以
前
に
少
な
 

戎

績
 

早
期
癌
に
お
い
て
は
、
八
群
 

一
一
七
例
、
8群
一
二
例
、
じ
群
 

五
例
、
0
群
三
例
で
あ
り
、
八
、
 

8
群
の
合
計
は
全
発
見
早
期
癌
 

中
八
六
冗
を
占
め
て
い
た
。
 

ま
た
、
進
行
癌
は
、
8群
一
一
 

例
(五
型
！
.癌
-三
型
！
.癌
)、
 

じ
群
一
例
(
三
型
お
癌
)
で
あ
 

り
、
8群
の
一
一
例
は
救
命
可
能
 

で
あ
っ
た
が
、
0
群
の
一
例
は
 

四
群
リ
ン
パ
節
転
移
を
有
し
て
 

い
た
。
過
去
の
内
視
鏡
フ
ィ
ル
 

ム
の
遡
及
的
検
討
で
は
、
前
述
 

の
進
行
癌
三
例
中
一
一
例
は
発
見
 

以
前
の
フ
ィ
ル
ム
で
何
ら
か
の
 

異
常
指
摘
可
能
な
症
例
で
あ
つ
 

た
。
 

結

論
 

胃
癌
検
：

の̂
目
的
は
胃
癌
を
 

確
実
に
救
命
可
能
な
時
点
で
発
 

見
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
意
 

味
で
臨
床
上
問
題
と
な
る
比
較
 

的
進
行
の
早
い
胃
癌
を
含
め
 

て
、
01？
で
胃
癌
を
見
落
と
 

さ
ず
-
た
と
え
一
度
は
見
落
と
 

し
て
も
救
命
可
能
な
時
点
で
再
 

度
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
可
能
な
 

検
誇
間
隔
は
、
，
診
効
率
や
受
 

診
者
負
担
を
考
慮
し
た
上
で
、
 

三
年
間
隔
で
は
不
十
分
で
一
一
年
 

間
隔
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
 

れ
た
。
 

樣
 

第
三
十
五
回
日
本
^
 

館
)
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
 

る
偽
陰
生
蒈
」
で
、
れ
ム
ム
 

の
よ
う
に
語
つ
た
。
「
他
 

き
さ
が

謂̂
超

1̂以
|
 

じ
00の
精
度
向
上
の
た
.
 

そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

当
院
で
は
一
:01:3100101105-

00̂

 (丁
じ
ら
)に
よ
る
大
腸
 

精
検
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
 

に
偽
陰
：̂
!萏
咸̂
少
す
る
よ
う
 

丁
じ
3
の
技
術
の
向
上
に
努
め
 

て
き
た
が
、
現
在
な
お
偽
陰
性
 

癌
が
存
在
す
る
こ
と
こ
と
は

-̂

実
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
今
回
は
、
当
院
で
の
 

丁
じ
5
の
精
度
向
上
の
た
め
 

に
、
丁
05に
よ
る
大
腸

検̂
 

に
お
け
る
偽
陰
性
癌
に
つ
い
て
 

臨
床
的
に
検
討
を
加
え
、
偽
陰
 

性
癌
の
特
徴
に
つ
い
て
の
言
及
 

を
試
み
た
の
で
報
告
す
る
。
 

対
象
，
方
法
 

一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
叫
 

年
ま
で
に
丁
0
3で
発
兒
し
た
 

大
腸
菌
一
四
五
三
列
の
う
ち
偽
 

胃
集
検
の
現
場
か
ら
，
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

消
化
器
診
断
部
長
 

窪

田

博

吉
 

藤
健
教
授
の
討
論
を
企
画
し
た
 

が
近
藤
誠
氏
が
招
待
を
断
わ
つ
 

て
来
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 

そ
し
て
、
そ
の
断
わ
り
の
理
由
 

と
し
て
は
「
あ
の
学
会
は
失
礼
 

だ
か
ら
」
い
う
も
の
で
あ
つ
た
 

と
い
う
。
 

何
を
も
つ
て
失
礼
と
い
う
の
 

か
、
私
に
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
 

公
開
討
論
の
席
上
で
断
わ
り
も
 

な
く
私
信
を
読
み
上
げ
た
こ
と
 

の
方
が
甚
だ
失
礼
で
は
な
い
か
 

と
思
う
。
私
が
思
う
に
、
近
藤
 

氏
の
断
り
の
理
由
は
口
実
で
あ
 

ろ
う
。
恐
ら
く
近
藤
氏
は
今
度
 

公
式
の
医
学
会
の
討
論
に
は
参
 

加
し
な
い
こ
と
に
な
る
よ
う
な
 

ザ
力
す
る
 

近
藤
氏
は
斉
藤
健
教
授
を
手
 

強
い
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

ま
た
近
藤
氏
の
苦
手
の
一
人
に
 

丸
山
雅
ー
氏
も
入
っ
て
い
る
こ
 

と
で
あ
ろ
う
。
 

従
っ
て
-こ
れ
か
ら
は
近
藤
 

氏
の
拠
点
は
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
 

こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
 

の
メ
デ
ィ
ア
に
し
て
も
、
新
 

聞
、
テ
レ
ビ
、
週
刊
誌
、
月
刊
 

紙
な
ど
は
撒
退
し
た
よ
う
に
兄
 

え
る
。
残
る
の
は
書
籍
で
あ
る
 

が
、
こ
ち
ら
は
当
分
続
き
そ
う
 

で
あ
る
。
そ
の
今
後
の
動
向
を
 

占
う
の
が
丸
山
稚
一
氏
の
苦
愈
ロ
 

て
あ
ろ
う
か
。
 

丸
山
氏
は
昨
年
十
月
の
地
方
 

会
の
討
論
を
終
え
て
か
ら
執
筆
 

を
始
め
、
年
を
越
し
て
三
月
脫
 

稿
し
た
。
原
稿
は
現
在
出
版
社
 

に
ま
わ
っ
て
編
集
印
刷
に
入
つ
 

て
い
る
。
出
版
社
に
ま
わ
る
前
 

の
原
稿
を
読
む
機
会
に
恵
ま
れ
 

た
が
、
苦
者
の
気
迫
が
伝
わ
つ
 

て
来
て
、
出
版
後
の
反
応
は
人
 

い
に
期
待
で
き
る
力
作
で
あ
 

る
。
 「

本
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
 

ま
こ
と
に
大
変
な
こ
と
だ
が
、
 

一
方
読
む
と
い
う
努
力
も
ま
た
 

大
変
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
か
 

つ
て
の
超
べ
ス
ト
セ
ラ
I、
ィ
 

ザ
ャ
，
ベ
ン
ダ
サ
ン
苦
「
日
本
 

人
と
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
序
文
に
見
 

ら
れ
る
一
節
で
あ
る
が
、
丸
山
 

氏
の
著
書
に
つ
い
て
も
当
て
は
 

ま
る
か
も
知
れ
な
い
。
 

と
こ
ろ
で
本
と
い
え
ば
、
私
 

の
書
架
に
「
胃
外
科
の
歴
史
」
 

と
い
う
本
が
あ
る
。
百
七
十
頁
 

だ
か
ら
決
し
て
大
著
で
は
な
 

い
。
(
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
 

発
行
)
 

著
者
は
順
天
堂
大
学
助
教
授
 

川
侯
健
一
一
氏
で
村
上
忠
重
教
授
 

が
校
閱
し
て
い
る
。
そ
の
村
上
 

教
投
の
序
文
に
よ
る
と
こ
れ
は
 

川
悮
助
教
授
の
遺
稿
で
あ
る
と
 

い
う
。
 

こ
の
原
稿
は
川
悮
助
教
授
の
 

没
後
に
発
見
さ
れ
、
無
論
未
完
 

成
で
あ
つ
た
の
だ
が
、
村
上
教
 

授
が
手
を
入
れ
て
発
刊
さ
れ
た
 

と
序
文
に
あ
る
。
 

タ
イ
ト
ル
は
「
胃
外
科
の
歴
 

お
」
で
あ
る
が
、
内
容
は
胃
外
 

科
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
-江
 

戸
幕
府
時
代
の
わ
が
国
の
医
学
 

の
歴
史
や
動
向
、
更
に
維
新
後
 

の
社
会
情
勢
な
ど
に
も
つ
い
て
 

言
及
し
て
い
る
随
筆
風
で
も
あ
 

る
。
厳
密
に
い
え
ば
医
学
書
と
 

い
え
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。
 

無
論
、
世
界
最
初
の
胃
切
除
 

術
が
一
八
八
一
年
、
テ
オ
ド
︱
 

ル
-ビ
ル
口

 1
.̂
に
よ
つ
て
成
 

功
し
た
こ
と
の
記
述
は
当
然
と
 

し
て
、
わ
が
国
最
初
の
胃
切
除
 

術
が
そ
れ
よ
り
十
八
年
後
、
近
 

藤
次
繁
教
授
に
よ
っ
て
行
な
わ
 

れ
た
こ
と
も
同
書
に
よ
つ
て
知
 

る
こ
と
が
出
来
る
。
 

以
後
西
欧
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ァ
 

ッ
プ
を
経
て
百
年
、
胃
の
手
術
 

は
今
日
の
発
展
に
到
る
の
だ
 

が
、
そ
の
初
期
と
い
う
か
発
展
 

途
上
期
と
い
う
か
今

紀̂
の
^
 

半
例
え
ば
一
九
三
〇
年
頃
の
状
 

況
に
つ
い
て
こ
の
「
胃
外
科
の
 

歴
史
」
の
記
述
は
恐
る
べ
き
数
 

字
を
挙
げ
て
い
る
。
 

当
時
の
主
な
大
学
外
科
教
室
 

の
成
績
を
表
に
し
た
も
の
だ
 

が
、
そ
こ
に
は
五
〇
冗
前
後
の
 

切
除
率
と
い
う
の
が
並
ん
で
い
 

る
。
開
腹
し
て
み
た
が
半
分
近
 

く
が
切
除
不
能
だ
っ
た
こ
と
を
 

物
語
つ
て
い
る
。
 

更
に
恐
る
べ
き
は
一
一
〇
冗
前
 

後
に
上
る
死
亡
率
で
あ
る
。
 

さ
て
、
こ
の
時
代
に
帰
れ
と
 

近
藤
誠
氏
は
い
う
の
で
あ
ろ
う
 

か
、
い
や
一
八
八
一
年
以
前
に
 

戻
れ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
 

え
と
れ
な
い
で
も
な
い
。
 

大
衆
は
賢
な
リ
と
も
い
う
。
 

五
十
万
部
も
売
れ
た
か
ら
と
 

い
つ
て
検
診
受
診
者
が
激
減
し
 

た
と
い
う
こ
と
で
も
な
さ
そ
う
 

で
あ
る
。
 

何

へ̂
行
く
「
が
ん
も
ど
き
 

論
争
」
と
い
つ
た
所
で
あ
る
。
 

十
三
日
、
国
立
教
育
会
 

；
(
胃
.
大
腸
)
に
お
け
 

タ
I
鈴
木
康
元
氏
は
次
 

有
意
に
高
か
つ
た
。
大
 

有
意
に
高
か
っ
た
。
丁
 

一
で
あ
る
一
と
。
こ
れ
は
 

進̂
行
度
早
期
癌
一
一
,四
 

X
 一
^
例
\
^
例
)
、
進
行
癌
 

一
一
八
冗
(
^
例
\
^
例
)
で
 

冇
意
差
は
な
か
つ
た
。
 

2形
態
』
型
が
八
，
一
一
X
 

？
例
\
な
例
)
、
^
型
が
 

六
.
 
一
X
 ー
9列
\3例
)と
 

他
の
形
態
よ
り
有
意
に
高
率
で
 

あ
っ
た
。
 

^
大
き
さ
(
早
期
癌
の
み
)
 

5
 |
問
；
^
で
み
た
と
こ
ろ
5 |
 

以
ド
が
八
，
五
冗
《
4例
\̂
 

例
)
、
^
醫
超
^
匪
以
下
が
 

四
，
0
冗
(
^
例
\
^
例
)
と
 

他
の
人
き
さ
よ
り
有
意
に
高
率
 

で
あ
つ
た
。
 

結

論
 

偽

性̂
率
が
有
竞
に
高
か
つ
 

た
項
目
は
、
年
齡
で
七
〇
歳
 

代
、
占
居
部
位
で
下
行
結
腸
と
 

横
行
結
腸
、
形
態
で
』
型
；
3
 

型
、
大
き
さ
で
5
 |以
下
と
3
 

I超
13

 ，
以
下
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
現
在
の
 

丁
0
3
の
技
術
で
は
あ
る
程
度
 

や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
 

中
で
大
き
さ
が
^
腿
超
^
誦
以
 

.卜
の
項
0も
偽
陰
性
率
が
有
意
 

に
高
く
な
つ
て
お
り
、
丁
じ
5
 

の
精

お̂
上
の
た
め
に
は
今
後
 

改

す̂
ベ
き
課
題
と
考
え
ら
れ
 

た
。
 

I一-5

 正
 

「
5；
検̂
通
：
：
：
3」
せ̂
「
胃
 

が
ん
検
診
の
功
罪
」
丸
山
，
近
 

藤
対
談
の
う
ち
、
五
ぺ
︱
ジ
下
 

か
ら
一
一
段
目
卜
一
一
行
「
当
が
ん
 

検
診
セ
ン
タ
︱
」
同
三
十
五
行
 

03と
四
十
一
一
行
0：
「
当
が
ん
検
 

診
セ
ン
タ
I」
と
あ
る
は
、
い
 

ず
れ
も
「
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
 

1」
の
誤
り
。
ま
た
、

号̂
一
一
 

ぺ
Iジ
一
段
卜
五
行
目
「
3が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
I」
と
あ
る
は
 

「
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
」
の
 

誤
リ
に
っ
き
訂
正
し
ま
す
。
 

^
年
齢
卜
歳
間
隔
で
み
た
 

と
こ
ろ
七
〇
歳
代
が
四
.0%
 

(̂
例
\̂
例
)と
他
の
年
齢
 

層
よ
り
有
意
に
高
率
で
あ
つ
た
。
 

8
性
男
性
一
一
，
六
X
 
(お
 

例
ズ
腳
例
)
、
女
性
一
，
1
二
冗
 

ー
6
例
\
^
例
)
で
有
意
差
は
 

な
か
っ
た
。
 

^
占
居
部
位
ド
行
結
腸
が
 

七
，
一
冗
 ー
6
例
\
お
例
「
 

医
師
国
家
試
験
 

合
格
率
八
八
，
一
^
 

今
；
1
1
は
、
受
験
者
数
八
、
八
 

九

八

入

(
前

回

九

、

〇

五

七
 

人
)
、
合
格
者
数
七
、
八
四
三
 

人
一
同
八
、
〇
八
八
人
)
、
合
 

格
率
八
八
.
一
冗
(
同
八
九
.
三
 

冗
)
で
あ
っ
た
。
 

男
.̂
比
で
み
る
と
、
受
驗
者
 

数
男
六
、
六
九
四
入
(
七
五
^
 

二
冗
)
、
女
二
、

 二

 0四
人
 

(二
四
.八
冗
)、
合
格

数̂
9；
 

五
、
七
八
三
人
(
七
三
，
七
 

き
、
女
二
、
 0六
〇
入
(一
一
 

六
-
三
冗
)
、
合
格
率
男
八
六
.
 

四
X
、
女
九
三
，
五
X
と
な
つ
 

て
お
り
、
女
の
合
格
者
割
合
、
 

合
格
率
が
年
々
上
昇
し
て
い
 

る
。
 

合
格
者
数
を
都
道
府

別̂
で
 

み
る
と
、
上
位
か
ら
東
京
都
 

一
、
〇
五
三
、
大
阪
府
五
四
 

0
、
神
奈
川
県
四
六
三
、
愛
知
 

県
四
ニ
ニ
、
福
岡
県
三
ん
"な
 

ど
と
な
つ
て
い
る
。
 

な
お
、
今
回
の
合
格
者
の
最
 

岛
齢
者
は
六
一
歳
の
男
性
。
 

(
週
刊
保
健
衛
生
二
ュ
Iス
 

第
八
九
八
号
か
ら
)
 

近
藤
誠
問
題
と
い
う
か
、
は
 

た
ま
た
「
が
ん
も
ど
き
論
争
」
 

と
い
う
べ
き
か
、
特
に
そ
の
検
 

沴
論
で
は
「
百
害
あ
つ
て
一
利
 

な
し
」
と
ま
で
き
め
つ
け
ら
れ
 

て
私
ど
も
検
診
従
事
者
に
と
つ
 

て
存
立
の
根
底
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
 

る
程
の
も
の
で
あ
つ
た
の
だ
 

が
、
ど
う
や
ら
終
熄
に
，
：
！
い
つ
 

つ
あ
る
よ
う
だ
。
 

そ
の
ひ
と
つ
の
兆
候
と
し
て
 

今
回
(
第
五
十
三
回
)
の
地
方
 

会
に
お
け
る
北
條
会
長
の
談
話
 

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
 

そ
れ
は
地
方
会
後
の
懇
親
会
 

の
席
上
一
I私
は
出
席
出
来
な
 

か
つ
た
の
で
ま
た
聞
き
に
な
る
 

の
だ
が
I北
條
会
長
か
ら
披
 

露
さ
れ
た
。
 

北
條
会
長
は
今
回
の
地
方
会
 

で
近
藤
誠
氏
と
自
治
医
大
の
斉
 

一
器
集
検
学
会
(
五
月
二
 

シ
ョ
ン
「
消
化
器
集
检
 

易
病
院
大
腸
肛
門
病
セ
ン
 

1
陰
性
率
は
七
〇
歳
代
で
 

卜
の
項
目
も
偽
陰
性
率
が
 

め
に
は
今
後
改
善
す
ベ
き
 

隐
性

3̂三
一
例
(̂
食
生
.率
 

二
.一

 冗
)を
対
象
と
し
、
年
 

齢
、
性
、
占
居
部
位
、
進
行
 

度
、
形
態
、
大
き
さ
別
の
偽
陰
 

性
率
を
求
め
た
。
 

な
お
、
，
今
回
の
検
討
で
は
偽
 

陰
性
癌
を
丁
じ
3
後
一
年
以
内
 

に
発
見
さ
れ
た
：
：
1期
癌
と
三
年
 

以
内
に
発
見
さ
れ
た
進
む
癌
と
 

定
義
し
た
。
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食逾度、少量化力 
都 が ん 検 診 セ ン タ 一 、 尾 崎 氏 

接ニァかり検 

造
影
を
巾
心
と
し
た
間
接
撮
影
 

の
導
入
を
図
る
べ
き
で
あ
る
こ
 

と
が
示
唆
さ
れ
た
。
 

八
，
後
の
課
題
と
し
て
は
、
&
 

項
目
の
定
義
つ
け
等
ま
だ
不
充
 

分
で
あ
り
、
検
討
の
余
地
が
あ
 

る
。
ま
た
、
基
準
フ
ィ
ル
ム
の
 

！
;̂
成
も
考
え
て
い
る
。
 

第
三
十
六
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
(
五
 

月
ニ
ニ
、
 

二
三
、
二
四
日
、
浜
松
市
)の
シ
ン
 

ポ
ジ
ゥ
ム
「
胃
集
検
で
発
見
さ
れ
る
進
行
胃
癌
 

の
実
態
と
そ
の
対
策
」
で
、
宮
城
県
対
が
ん
協
 

会
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
阿
部
瘼
哉
氏
は
次
の
よ
 

う
に
語
つ
た
。
「
逐
年
群
で
は
初
回
群
に
比
ベ
て
 

救
命
率
の
高
い
叫
癌
(
第
三
層
癌
)
が
多
く
含
ま
 

れ
、
逐
年
検
診
の
重
要
性
が
う
か
が
わ
れ
た
。
 

今
後
さ
ら
に
読
影
お
よ
び
撮
影
技
術
の
研
鑽
が
 

必
要
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

胃
集
検
に
お
い
て
進
行
胃
癌
 

で
発
見
さ
れ
る
症
例
も
少
な
か
 

ら
ず
経
験
す
る
。
そ
こ
で
今
回
 

わ
れ
わ
れ
は
、
8：
集
検
の
精
度
 

を
よ
り
向
，
II；
さ
せ
る
目
：
で̂
 

検
で
発
兒
さ
れ
た
進
行
胃
 

板
に
し̂
て
検
し̂
た
。
 

対

象
 

平
成
六
年
度
か
ら
七
年
度
ま
 

で
の
一
一
年
間
に
当
セ
ン
タ
︱
で
 

発
見
さ
れ
た
進
行
胃
癌
の
う
 

ち
、
資
料
不
足
例
を
除
い
た
一
一
 

一
一
伊
を
対
象
と
し
た
 

成

績
 

対
象
を
受
診
歴
に
よ
り
以
ド
 

の
三
群
に
分
類
し
た
。
ニ
年
以
 

ヒ
の
連
続
受
診
者
一
一
六
例
を
 

八

群

(
逐

年

群

)
、

過

去

五

年
 

間
に
受
診
歴
の
な
い
者
四
五
例
 

を
じ
群
(
初
2
群
)
、
そ
れ
以
 

外
の
者
五
〇
例
を
8
群
と
し
 

た
。
 

八
群
は
前
年
度
検
診
の
偽
陰
 

性
例
に
あ
た
る
が
、
対
象
と
し
 

た
進
行
胃
癌
の
五
五
1
〇
冗
を
 

占
め
た
。
次
に
進
行
癌
の
中
で
 

も
比
較
的
予
後
良
好
で
あ
る
1-

痛
(
第
三
層
癌
)
の
占
め
る
割
 

合
を
検
討
す
る
と
、
八
群
で
は
 

三
九
例
三
三
，
六
X、

 8群
は
 

一
七
例
三
四
^
 0ぉ
0
群
は
 

九
例
一
一
01〇
冗
で
あ
っ
た
。
 

さ
ら
に
間
接
X
線
検
査
の
診
 

断
能
を
検
討
し
た
。
間
接
X
線
 

フ
ィ
ル
ム
の
再
読
影
に
よ
リ
ー
1
 

一
一
例
の
う
ち
一
三
例
は
無
示
 

で̂
あ
り
、
原
因
と
し
て
バ
リ
 

ゥ
ム
の
付
着
不
良
が
八
割
、
不
 

充
分
な
体
位
三
例
、
重
な
り
一
一
 

例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
蒙
の
 

見
逃
し
と
考
え
ら
れ
る
症
例
も
-

一
0例
に
認
め
ら
れ
、
こ
の
-1
 

ち
六
例
は
じ
領
域
の
癌
で
あ
つ
 

き
き
 

結

論
 

逐
年
群
で
は
初
回
群
に
比
べ
 

て
救
命
率
の
高
い
卿
(
第
三
 

層
)
癌
が
多
く
含
ま
れ
、
逐
年
 

検
診
の
需
要
性
が
う
か
が
わ
れ
 

た
。
胃
集
検
の
精
度
向
上
の
た
 

め
、
今
後
さ
ら
に
読
影
お
よ
び
 

撮
影
技
術
の
研
鑽
に
努
め
る
ベ
 

き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
今
 

後
さ
ら
に
症
例
数
を
増
や
し
て
 

検
あ
す
る
 

地
球
31暧
化
の
原
因
に
な
る
 

一
一
酸
化
炭
素
(
れ
)
の
日
本
の
 

一
九
九
五
年
度
の
排
出
量
が
、
 

過
去
最
悪
の
約
三
億
三
千
一
一
百
 

万
ノ
に
上
る
こ
と
が
五
月
十
九
 

日
、
政
府
が
ま
と
め
た
報
告
案
 

で
分
っ
た
。
 

九
0
年
度
に
比
べ
八
.
三
X 

も
上
回
っ
て
お
り
、
一
一
〇
〇
〇
 

年
の

-̂排
出
量
を
九
〇
年
レ
べ
 

ル
に
戻
す
と
い
う
！
：
際
約
束
を
 

果
た
す
の
は
、
極
め
て
闲
難
な
 

状
況
だ
。
 

政
府
が
近
く

候̂
変
動
枠
組
 

み
条
約
(
地
球
温
暖
化
防
止
条
 

約
)事
務
！
！
I？
に
提
出
す
る
予
定
 

の
報
告
案
で
は
、
国
際
的
な
ガ
 

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
木
材
の
 

燃
焼
な
ど
に
よ
る

の̂
徘
出
量
 

を
除
外
す
る
な
ど
、
前
年
度
ま
 

で̂
の
算
出
方
法
を
一
部
変
更
し
 

一
た
。
 

田
6：
粘
膜
面
描
出
の
重
X 

--：
3̂ 
8
？
 

&
ぉ
國

 

4圍
：
ュ
一
一
一
一
-ー
-ー
 

露
、
 

^̂̂
^̂ 

，
横
浜
巿
)
で
、
I般
演
題
「
胃
X
線
間
接
写
真
評
 

と
題
し
て
早
期
胃
癌
検
診
協
会
北
川
ま
ゆ
み
さ
 

ん
は
「
胃
粘
膜
面
描
出
の
重
要
性
お
よ
び
最
低
限
必
要
な
撮
影
体
位
等
を
含
め
、
二
重
造
影
を
中
心
と
 

し
た
間
接
撮
影
の
導
入
を
図
る
ベ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
」
と
語
つ
た
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
(
十
月
十
九
日
 

価
法
の
試
み
 

二
重
造
影
法
を
中
心
に
し
て
︱
︱
 

1
1
重
造
影
の
画
質
向
上
 

昭
和
四
十
九
年
、
ド
本
&
8
 

闭
検
診
学
会
は
、
胃
集
検
間
桉
 

撮
影
(
以
下
間
接
撮
影
)
の
標
 

準
化
の
試
み
と
し
て
、
六
枚
法
 

を
発
表
し
た
。
 

そ
し
て
約
卜
後̂
の
昭
和
..̂
 

十
八
年
に
は
，
こ
れ
ま
で
の
六
 

枚
法
に
よ
る
標
準
方
式
の
問
題
 

点
を
改
善
す
べ
く
七
枚
法
が
同
 

検
診
学
会
に
よ
り
答
申
さ
れ
、
 

承
認
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
 

て
、
十
年
が
経
過
し
た
現
在
、
 

こ
の
七
枚
法
が
、
ほ
ぼ
全
闱
的
 

な
普
及
を
見
た
こ
と
は
忖
1；
ら
 

に
よ
る
全
^̂̂検
ぉ
^̂態
 

調
査
報
告
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
 

あ
る
。
 

そ
し
て
、
こ
の
標
準
方
式
が
 

よ
り
診
断
価
谈
の

い̂
も
の
と
 

な
る
に
は
、
画
^
 ，
画
像
の
精
 

度
向
上
に
お
け
た
写
真
の
評
価
 

法
お
よ
び

価̂
基
準
の
作
成
が
 

不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
現
在
ま
 

で
に
多
く
の
評
価
法
が
検
討
.
 

提
案
さ
れ
て
き
た
。
 

現
在
、
胃
集
検
に
お
け
る
X
 

線
撮
影
は
、
装
置
.造
影
剤
-フ
 

イ
ル
ム
等
の
改
善
と
撮
影
技
師
 

の
意
識
向
上
と
も
相
ま
つ
て
、
 

大
き
な
精
度
の
向
ヒ
が
見
ら
れ
 

て
い
る
。
特
に
近
年
普
及
し
始
 

め
て
い
る
髙
精
度
バ
リ
ウ
ム
の
 

使
用
は
、
一
一
重
造
影
を
飛
躍
的
 

に
改
善
し
、
疾
病
の
発
兑
に
大
 

き
く
寄
.；
！
；
'し
て
い
る
。
 

従
っ
て
、
撮
影
枚
数
や
撮
影
 

時
間
に
制
限
の
あ
る

接̂
撮
影
 

に
お
い
て
は
、
胃
粘
膜
面
の
描
 

出
に
優
れ
る
一
一
重
造
影
法
を
中
 

心
と
し
た
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
 

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
同

?̂
 

に
そ
の
一
一
重
造
影
の
画
質
向
上
 

が
重
要
な
課
題
と
な
つ
て
い
 

る
。
 

目
的
お
よ
び
方
法
 

一
一
重
造
影
法
に
ょ
リ
、
X線
 

写
真
上
に
病
変
を
描
出
す
る
た
 

め
に
最
も
重
要
な
事
は
、
バ
リ
 

ゥ
ム
が

好̂
に
付
着
し
、
粘
膜
 

の̂
凹
凸
の
変
化
や
81小
区
校
 

様
像
が
鮮
明
に
描
出
さ
れ
て
い
 

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
上
で
全
 

領
域
が
隈
無
く
一
 一
^
造
影
で
描
 

出
さ
れ
て
い
る
か
が
必
要
と
な
 

る
。
こ
れ
ら
の
考
え
を
基
本
と
 

し
て
、
評
価
項
目
を
設
定
し
、
 

そ
の
重
要
度
に
応
じ
て
点
数
配
 

分
を
し
た
。
す
な
わ
ち
 

①
粘
膜
面
の
描
出
(
造
影
剤
 

の
付
着
)
に
関
す
る
事
項
 

を
基
本
点
数
と
し
た
。
 

(
最
大
八
割
)
 

②
撮
影
体
位
に
関
す
る
各
領
 

域
の
描
出
程
度
の
評
価
は
 

可
を
甚
準
と
し
て
、
良
好
 

は
加
点
、
不

は̂
減
点
と
 

③
全
領
域
の
粘
膜
面
を
描
出
 

す
る
た
め
に
有
効
な
撮
影
 

体
位
を
指
定
し
、
必
須
体
 

位
と
し
撮
影
さ
れ
て
い
な
 

い
場
合
は
減
点
と
し
た
。
 

④
粘
胶
面
の
描
出
と
撖
影
体
 

位
に
よ
る
：
2：
的
領
域
の
描
 

出
の
項
目
を
分
け
た
、
 

で
、
減
点
に
な
る
！
.̂！
"
 

明
確
に
し
、
 

る
た
め
に
は
、
バ
リ
ウ
ム
の
高
 

濃
度
、
少
量
化
を
行
い
：
；
！
：
性̂
 

を
高
め
、
じ
領
域
早
期
！
！
！
癌
に
 

つ
い
て
は
小
！
1.、
大
弯
の
病
変
 

拾
い
上
げ
を
念
頭
に
お
い
た
撮
 

影
体
位
の
工
夫
を
行
い
、

、̂
 

八
領
域
前
壁
I
十
期
胃
癌
に
つ
い
 

て
は
一
一
重
造
影
像
の
描
出
域
の
 

拔
大
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
 

れ
た
。
 

第
三
十
四
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
十
月
三
日
、
島
根
県
民
会
館
)
 

「
胃
癌
の
ス
ク
リ
I
 

二
ン
グ
法
を
め
ぐ
つ
て
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
東
京
 

都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
尾
崎
幹
氏
は
「
じ
領
域
お
よ
び
2、
 

^
領
域
前
壁
 

胃
癌
は
、
発
見
時
す
で
に
進
行
度
が
高
い
も
の
が
多
く
、
よ
り
早
期
に
間
 

接
X
線
検
査
で
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
 

は
、
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

目

的
 

現
今
、
間
接
X
線
撮
影
法
が
 

81癌
検
診
の
ス
ク
リ
︱
二
ン
ダ
 

法
と
し
て
定
着
し
て
い
る
も
の
 

の
、
こ
と
じ
領
域
：
；
︱
期
：̂
が
；
お
 

よ
び
、̂
八
站
域
お
ゆ
：
期̂
胃
 

癌
に
つ
い
て
は
充
分
な
結
果
は
 

得
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
り
高
度
 

の
検
査
を
行
う
た
め
に
、
バ
リ
 

ゥ
ム
の
高
濃
度
-少

化̂
を
行
 

ぃ
知
兒
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。
 

方

法
 

当
セ
ン
タ
︱
で
一
九
九
一
年
 

〜
一
九
九
四
年
の
四
年
間
に
間
 

接
X
線
検
査
受
検
者
数
は
九
 

一
、
七
一
六
名
で
あ
り
、
う
ち
 

^
見
胃
癌
数
は
二
六
一
例
 

5
 .一
一
八
冗
)
で
あ
る
。
 

そ
の
中
で
充
分
な
病
理
や
的
 

検
討
が
，
？
能
な
じ
領
域
；
；
；
.期
胃
 

癌
三
一
一
例
《
0
 ，

 0三
五
X
》
 お

よ
び
2
、
八
領
域
前
甓
早
期
 

胃
癌
一
一
一
一
例
(？
の
一
一
四
冗
)
 

を
対
象
と
し
、
バ
リ
ウ
ム
濃
度
 

お
よ
び
量
を
変
化
さ
せ
た
上
 

で
、
示
顕
能
の
推
移
の
比
較
を
 

行
い
、
間
接
X
線
検
査
で
の
指
 

摘
可
能
、
不
能
例
を
そ
れ
ぞ
れ
 

に
つ
い
て
、
撮
影
体
位
、
病
変
 

の
部
位
、
最
大
径
、
内
眼
形
 

態
、
深
達
度
、

の̂
有
無
等
に
 

つ
い
て
検
討
を
行
つ
た
。
 

成

績
 

使
用
バ
リ
ウ
ム
の
高
濃
度
、
 

少
量
化
二
九
九
一
年
一
二
X
 

一
一
〇
〇
1、一
九
扎
ー
一
年
一
四
 

五
X
 二
〇
〇
1、1九
九
三
年
 

一
五
〇
冗
一
一
00.1、一

 
九
九
 

四
年
一
一
0
0
冗
一
五
ひ
威
)
に
 

伴
う
間
接
X
線
検
査
で
の
じ
領
 

域
期̂
3：
；
癌
の
年
次
示
顕
率
は
、
 

一
九
九
一
年
二
五
.〇
冗
、
一
 

九
九
二
年
三
』
一
丁
，
三
お
一
九
 

九
三
年
五
〇
，
0
冗
、
一
九
九
 

四
年
六
ひ
.0%で
あ
り
、

、̂
 

八
領
域
前
壁
早
期
胃
癌
に
お
い
 

て
も
一
九
九
 一
^
四
四
.
四
X
、
 

一
九
九
二
年
五
八
，
0
冗
、
一
 

儿
九
三
年
六
六
.
七
冗
、
一
九
 

九
四
年
六
八
，
八
X
と
共
に
上
 

昇
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
 

た
、
指
摘
可
能
は
、
じ
領
域
 

小
、
大
弯
お
よ
び
八
領
域
前
壁
 

の
深
達
度
3、

 ̂

 〈

 I

 〉
の
陥
 

凹
性
病
変
側
に
多
く
、
最
大
径
 

が
大
き
く
て
も
指
摘
不
能
な
例
 

も
存
在
し
た
。
 

せ

口

食
 

1115
 。

領
域
お
よ
び
2、
八
領
域
 

前
壁
胃
癌
は
、
発
見
時
す
で
に
 

進
行
度
が
高
い
も
の
が
多
く
、
 

よ
り
早
期
に
検
診
に
お
い
て
間
 

接
X
線
検
査
で
拾
い
上
げ
る
こ
 

と
が
重
要
で
あ
る
。
 

そ
の
拾
い
上
げ
の
向
上
を
計
 

接
写
真
の
考
え
方
お
よ
び
 

判
断
基
準
が
わ
か
り
や
す
 

く
な
る
よ
う
考
慮
し
た
。
 

⑤
十
一
一
指
腸
の
造
影
剤
流
出
 

な
ど
の
障
害
陰
影
ま
た
 

は
、
濃
度
、
コ
ン
ト
ラ
ス
 

ト
、
フ
ィ
ル
ム
の
カ
ブ
 

リ
，
キ
ズ
等
の
写
真
性
の
 

評
価
も
内
容
程
度
に
応
じ
 

て
、
加
点
ま
た
は
減
点
評
 

価
と
し
た
。
 

⑥
評
価
対
象
は
、
七
枚
法
ま
 

た
は
そ
れ
以
ト
：
の
枚
数
の
 

撮
影
に
も
対
応
で
き
る
よ
 

う
考
慮
し
た
。
(
但
し
、
 

食
道
撮
影
、
充
盈
，
圧
迫
 

；
:̂̂ま
ま
ぶ
ヒ̂
》
 

ま
と
め
お
よ
び
考
察
 

今
わ̂
れ
わ
れ
は
、
：̂
々
 

者
の
間
接
撮
影
に
対
す
る
よ
 

一
層
の
意
識
の
向
上
を
は
 

り
、
5！
集
！
：
検
診
の
レ
べ
ル
 

ッ
プ
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
 

重
造
釤
法
を
中
心
と
し
た
間
 

写
真
の
評
価
法
を
試
み
た
。
 

そ
の
結
、̂
11：
粘
胶
描̂
出
 

の
重
要
性
お
よ
び
齿
低
限
必
要
 

な
撮
影
体
位
等
を
含
め
、
一
一
重
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西 村 氏 、 大 腸 集 検 で 

所
は
こ
れ
ら
の
短
所
を
補
っ
て
 

も
余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。
 

つ̂
て
現
状
で
も
フ
ィ
ル
ム
 

法
に
劣
ら
ず
有
用
性
が
高
い
事
 

が
確
認
で
き
た
。
 

一
九
九
四
年
三
月
に
は
厚
生
 

省
の
1達
に
よ
り
6户

体̂
に
 

よ
る
1！
像
保
存
が
認
め
ら
れ
て
 

い
る
。
こ
の
事
か
ら
も
分
る
よ
 

う
に
時
代
は
刻
々
と
.デ
ィ
ジ
タ
 

ル
へ
と
向
か
つ
て
い
る
と
言
え
 

よ
う
。
 

第
三
十
五
回
日
本
消
化
器
 

結
果
把
握
の
？
価̂
を
.1
 

立
教
育
会
館
)
の
第
九
回
集
検
 

従
事
者
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

「
集
検
成
績
の
把
握
と
そ
の
評
 

価
」
で
、
多
摩
市
福
祉
部
健
康
 

課
相
良
裕
美
さ
ん
は
次
の
よ
う
 

に
語
っ
た
。
「
検
診
の
事
後
フ
 

ォ
ロ
I
の
在
り
方
に
つ
い
て
国
 

や
都
レ
ベ
ル
で
の
整
備
、
支
援
 

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
」
 

こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

は
じ
め
に
 

集
団
検
診
の
評
価
に
は
、
そ
 

の
検
診
の
事
後
フ
ォ
口
 

︱

が

重
 

要
と
な
る
が
、
当
市
で
は
検
診
 

後
の
精
密
検
査
医
療
機
関
の
指
 

定
が
な
い
た
め
精
密
検
査
結
果
 

把
握
に
苫
渋
し
て
い
る
。
平
成
 

六
年
度
よ
リ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
I
 

の
問
題
、
診
療
情
報
提
供
料
の
 

財
政
問
題
な
ど
で
611療
機
関
か
 

ら
の
情
報
提
供
を
一
部
廃
止
 

し
、
受
診
者
か
ら
の
自
，
し
申
告
 

に
よ
る
結
果
把
握
の
体
制
を
と
 

つ
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
事
ま
フ
ォ
口
 

︱

の
 

地
域
お

機̂

の̂
体
制
の
現
状
 

考
察
し
て
み
た
。
 

精
検
結
果
把
握
の
状
況
 

精
密
検
査
医
療
機
関
は
指
定
 

契
約
が
な
い
た
め
、
結
果
は
受
 

診
者
か
ら
の
申
告
制
を
と
つ
て
 

い
る
。
(
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
 

タ
ー
受
診
者
は
除
く
)
返
送
率
 

は
六
︱
七
割
。
未
返
送
者
に
は
 

保
健

か̂
ら
の
受
診
勧
奨
電
話
 

や
文
書
で
フ
ォ
ロ
 

I
し
て
い
る
 

今
後
の
課
題
 

が
ん
検
診
精
度
管
理
に
は
、
 

一
一
次
検
診
の
把
握
が
不
可
欠
だ
 

が
そ
の
整
備
に
は
関
係
お

機̂
 

関
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
 

る
。
そ
こ
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
 

︱
の
問
題
、
財
政
的
な
問
題
 

と
、
市
だ
け
で
は
解
決
し
に
く
 

い
壁
に
ぶ
つ
か
つ
て
し
ま
う
。
 

検
診
の
事
後
フ
ォ
口
 

︱

の

在
 

り
方
に
つ
い
て
国
や
都
レ
べ
ル
 

の
整
備
、
支
援
が
必
要
に
な
つ
 

て
き
て
い
る
と
考
え
る
。
 

第
三
十
四
回
日
本
消
化
器
検
診
学
会
(
十
月
三
日
，
島
根
県
民
会
館
)
 

の
、
「
大
腸
が
ん
検
診
の
問
題
点
を
さ
ぐ
る
」
の
ヮ
︱
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
 

石
川
県
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
︱
大
腸
集
団
検
診
委
員
会
の
西
村
元
一
氏
は
 

「
患
者
発
見
率
の
高
い
と
予
想
さ
れ
る
男
と
六
〇
歳
以
上
の
対
象
者
に
受
 

診
勧
奨
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
は
、
抄
録
で
あ
る
。
 

目

的
 

大
揚
癌
.̂
;̂
は
.平
犮
四
年
 

度
か
ら
老
健
法
に
基
づ
く
保
険
 

事
業
第
三
次
計
画
で
新
た
に
導
 

入
さ
れ
た
が
、
石
川
県
お
よ
び
 

当
セ
ン
タ
I
で
は
積
極
的
な
市
 

町
村
の
協
力
を
得
て
昭
和
六
十
 

一
一
年
度
か
ら
大
腸
癌
検
診
を
施
 

行
し
て
き
た
。
 

八
-回
-当
セ
ン
タ
︱
に
お
け
 

る
こ
れ
ま
で
の
大
腸
癌
検
診
の
 

結
果
を
解
析
す
る
と
と
も
に
、
 

今
後
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
 

を
行
つ
た
。
 

対
象
.
結
果
 

昭
和
六
十
一
一
年
か
ら
平
成
六
 

年
ま
で
の
大
腸
癌
検
診
総
受
診
 

者
は
合
計
一
一
四
、
五
五
九
例
 

で
あ
っ
た
。
性
別
で
は
約
六
剖
 

が
.̂
性
で
あ
っ
た
も
の
の
-要
 

精
検
率
、
患
者
会
兒
率
で
は
男
 

の
お
が
な
Iか
っ
た
。

齢̂
階
級
 

別
で
は
、
五
〇
|
六
0
歳
台
が
 

多
く
，
要
精
検
率
、
精
検
受
診
 

率
お
よ
び
患
者
発
見
率
と
と
も
 

に
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
 

高
率
と
な
る
傾
向
を
認
め
た
。
 

八
年
間
で
発
見
さ
れ
た
大
腸
 

癌
は
一
六
五
例
《
発
見
率
0

 .
 

一
四
冗
)
で
あ
り
、
早
期
癌
が
 

七
^
例
(
四
四
.
八
冗
)
、
進
行
 

癌
が
九
一
例
(
五
五
，
一
一
冗
)
 

で
あ
っ
た
。
男
が
一
〇
八
例
、
 

ケ
が
-1ヒ
例
で
あ
り
、
年
別̂
 

で
は
六
〇
歳
代
が
最
も
多
く
、
 

つ
い
で
五
0
歳
代
、
七
〇
歳
代
 

で
あ
つ
た
。
 

化
化
の̂
人
^̂
々
ゆ
^
 

は
、
全
体
で
み
る
と
一
六
五
例
 

中
 
一
0八
例
が
初
回
受
診
者
で
 

あ
り
、
継
続
受
診
者
は
五
七
例
 

(
三
四
.
五
冗
)
で
あ
っ
た
も
 

の
の
、
年
々
継
統
受
診
者
の
割
 

合
が
増
加
し
て
ぉ
リ
、
平
成
六
 

年
度
で
は
三
三
例
中
一
一
一
例
 

(
六
三
丄
ハ
冗
)
が
継
続
受
診
 

者
で
あ
っ
た
"
 

初
回
受
診
者
、
継
続
受
診
者
 

別
に
進
行
癌
、
早
期
癌
の
割
合
 

を
み
る
と
、
初
回
受
診

で̂
は
 

進
行
癌
が
六
〇
，
九
X
、
早
期
 

癌
が
三
九
，
一
Xで
あ
っ
た
の
 

に
対
し
て
、
継
続
受
診

で̂
は
 

進
行
癌
が
四
一
丁
 
一 X、
早
期
 

癌
が
丑
七
，
九
冗
。
 

4
1
口

五

口
 

1
1
1
5
言
 

大
腸
癌
検
診
の
冇
効
性
を
岛
 

め
る
た
め
の
今
後
の
課
題
と
し
 

て
は
、
患
者
発
見
率
が
卨
い
と
 

で
想
さ
れ
る

性̂
お
よ
び
六
〇
 

以̂
に
の
対
象
者
に
対
す
る
受
 

診
勧
槳
な
ら
び
に
精
検
受
診
率
 

の

ヒ̂
を
は
か
る
と
と
も
に
、
 

癌
登
録
な
ど
に
よ
る
偽
陰
性
例
 

の
把
握
な
ど
の
精
度
管
理
が
必
 

要
と
考
え
ら
れ
た
。
 

霧
指
1重
 

第
三
十
六
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
五
月
ニ
ニ
、
 

二
三
、
二
四
日
、
 

浜
松
市
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃
集
検
で
発
見
さ
れ
る
進
行
胃
癌
の
実
態
と
 

そ
の
対
策
」
で
、
茨
城
県
総
合
健
診
協
会
齋
藤
洋
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
 

つ
た
。
「
胃
が
ん
健
診
で
は
、
技
師
の
果
す
役
割
が
大
き
い
。
従
っ
て
技
 

師
の
知
識
.
技
術
に
対
す
る
医
師
の
指
導
が
重
要
で
あ
る
。
」
と
。
こ
れ
 

は
、
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

81が
ん
健
診
で
早
期
癌
の
ト
；
：
 

め
る
割
合
が
高
い
と
は
い
う
も
 

の
の
他
部
部
位
チ
ェ
ッ
ク
で
発
 

見
さ
れ
て
い
る
も
の
(
い
わ
ゆ
 

る
藪
睨
み
)
も
多
い
。
そ
し
て
 

現
実
に
は
逐
年
検
診
者
か
ら
進
 

行
癌
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
前
 

年
度
検
診
有
受
診
枨
者
が
一
年
 

後
に
な
つ
て
進
行
癌
が
発
兑
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
要
因
に
つ
 

い
て
検
討
し
た
。
 

対
象
お
よ
び
方
法
 

平
成
六
年
度
の
胃
が
ん
検
^
 

で
年̂
に̂
検
診
歴
を
有
す
る
 

受
診
者
一
毎
年
群
と
 

一

^
お
 

群
)
か
ら
発
見
さ
れ
た
胃
癌
は
 

^
五
症
例
(
全
体
で
は
一
三
五
 

症
例
)
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
発
 

見
時
に
進
行
癌
で
あ
つ
た
の
は
 

一
一
一
一
症
例
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ら
 

一
一
一
一
症
例
の
発
見
年
度
お
よ
び
 

年̂
度
の
間
接
胃
X線
フ
ィ
ル
 

ム
を
見
直
し
、
癌
の
型
、
病
巣
 

の
大
き
さ
、
部
位
お
よ
び
技
師
 

サ
イ
ド
で
の
追
加
撮
影
の
有
無
 

を
検
討
し
た
。
 

結

果
 

平
成
五
年
度
の
判
定
は
一
八
 

例̂
で
興
常
な
し
、
不
確
実
所
 

兑
で
.要
精
検
と
な
つ
た
症
例
は
 

一
三
例
で
あ
っ
た
。
発
兑
年
度
 

の
フ
ィ
ル
ム
の
判
定
は
不
確
実
 

所
兄
が
九
例
、
確
実
所
見
が
一
 

三
例
で
あ
つ
た
。
 

^̂
病
変
が
ヒ
例
で
あ
つ
 

た
。
前
年
度
の
フ
ィ
ル
ム
と
比
 

較
す
る
と
大
き
く
な
つ
た
こ
と
 

が

兄̂
動
機
と
な
っ
て
い
た
症
 

例
が
半
数
で
あ
っ
た
。
 

考

察
 

胃
が
ん
検

に̂
お
い
て
は
技
 

師
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に
大
 

き
く
、
技
師
の
知
識
，
技
術
に
 

対
す
る
医
師
の
指
導
が
重
要
で
 

あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
&例
の
 

影̂
医
師
に
対
す
る
フ
ィ
︱
ド
 

第
二
十
九
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
放
射
線
技
.
 

日
、
前
橋
市
)
の
I般
演
題
「
胃
集
検
に
お
け
-

性
」
、
に
つ
い
て
、
鶴
ケ
峰
病
院
朝
崎
学
氏
は
「
一
 

に
は
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
で
あ
る
。
0
 

6

 丁
 

つ
か
の
短
所
が
あ
る
が
、
長
所
は
こ
れ
ら
 

フ
ィ
ル
ム
法
に
劣
ら
ず
有
用
性
が
高
 

ょ
 

り
が
あ
る
。
 

概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

健
康
診
断
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

に
あ
た
り
最
も
留
意
す
る
点
は
 

①
ダ
ブ
ル
チ
ヱ
ッ
ク
と
②
経
年
 

変
化
、
つ
ま
り
前
回
と
の
比
較
 

で
あ
る
。
ダ
ブ
ル
チ
ヱ
ッ
ク
は
 

ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
容
易
に
行
 

え
る
が
比
較
診
断
に
つ
い
て
は
 

困
難
を
伴
う
。
比
較
診
断
を
行
 

う
た
め
に
は
、
デ
︱
タ
の
散
逸
 

な
く
何
時
で
も
何
処
で
も
検
索
 

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
 

要
と
な
る
。
 

文
字
情
報
で
あ
る
検
査
デ
︱
 

タ
等
は
そ
れ
ら
の
こ
と
は
.55：
易
 

で
あ
る
が
、
幽
像
診
断
に
関
し
 

て
は
い
ま
だ
マ
ン
パ
ヮ
︱
に
頼
 

つ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

こ
の
解
決
策
と
し
て
は
、
画
 

像
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
が
必
 

須
で
あ
る
。
こ
こ
！
；
./は
！
5像
情
 

報
の
デ
イ
ジ
タ
ル
化
(
？
じ
 

3の
よ
り
可
能
と
な
っ
た
じ
 

8
丁
診
断
の
有
用
性
に
つ
い
て
 

検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。
 

00：

 丁
診
断
の
長
所
 

①
モ
二
タ
I
に
よ
る
診
断
の
 

た
め
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
で
あ
る
 

②
画
像
保
管
，
保
存
の
.：
:̂：
;,?
 

性
(
保
管
ス
ぺ
I
ス
は
フ
ィ
 

ル
ム
の
約
ー
ズ
^
 

③
画
像
検
索
の
容
易
性
 

④
1：
像
処
理
に
よ
る
診
断
精
 

度

の

向

上

(
階

調

、

周

波
 

数
、
反
転
、
拡
大
等
の
画
像
 

処
理
)
 

⑤
省
力
化
(
マ
ン
パ
ワ
︱
、
 

現
像
に
伴
う
処
理
液
、
フ
ィ
 

ル
ム
等
)
 

0闩
丁
診
断
の
短
所
と
改
善
 

法
 

増
大
の
一
途
を
た
ど
る
画
像
 

情
報
の
管
理
手
法
に
は
、
デ
ィ
 

ジ
タ
ル
化
が
必
須
で
あ
る
。
そ
 

の
一
方
法
と
し
て
じ
尺
丁
診
断
 

の
有
用
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

こ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
短
所
 

は
あ
る
も
の
の
改
善
は
.？
能
で
 

ぁ
リ
、
ま
た
じ
&-丁
診
断
の
長
 

バ
ッ
ク
も
軽
視
す
べ
き
で
は
な
 

の̂!̂.交
 

0
 0

 0
^

 丁
診
断
I 

雍
像
情
報
の
管
理
手
法
 

(テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
︱
)
 

の
短
所
を
補
つ
て
も
余
 

：
い
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
 

①
迅
速
性
磁
気
デ
ィ
ス
ク
 

の
大
容
量
化
、
デ
︱
タ
ベ
︱
 

ス
再
構
築
、
フ
レ
︱
ム
メ
モ
 

リ
︱
増
量
等
 

②
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
ャ
リ
 

院
の
具
体
的
試
算
で
は
一
日
 

十
七
人
以
卜
の
検
査
で
解
決
 

③
じ

丁̂
モ
ニ
タ
Iの
輝
度
 

不
足
読
影
室
環
境
整
備
、
 

モ
ニ
タ
︱
本
体
の
改
良
 

④
I
I
像
、
操
作
へ
の
習
塾
性
 

教
育
、
経
験
 3笾

凝
粱
@
 

き
き
な
謹
1
 

づ̂
.6れ
；
？
8
 

る
 

静
ー
 

囊
&
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滑らかで奧ゆきのある 

ディティール描写力、 

識別性の高I 、視やすい 

診断画像を提供しま1： 

醒微細な情報も逃さない高い鮮鋭性 

園ノイズの少ない優れた粒状性 

翻識別性の高い特性曲線形状 

國90秒処理による快適な作業性 

國新設計乳剤の採用による常に安定 

した処理性能 

コニカ株式会社 
163-05康5！都新18区西新15卜26-2 761(03)3349-5175 

： 力 間 接 撮 影 用 フ ィ 』 レ 厶 

[高画質90秒鲷騸フィルム] 

ミラ一カメラ專用 間接/スポッ卜撮影用 

4X7IV！曰/!VI曰-? 

闔接撮影のニーズに恥えます 
豊 富 な 診 断 情 報 量 を 提 供 す る 高 鮮 鋭 画 像 

コタ'ックI
3
？！！フイノレム 

國コダック独自の丁-粒子乳剤技術を採用 
羅ノ、イシヤープネスでくっきりとした高鮮鋭画像を実現 

様々な診療スタイルに対応した 

卜一タルシステム―^ 

I大量処理向け 

コダックロールフィルムフィ一ター 

各種間接フィルム用フィーダ一 

-ルフィルムフィーダ一モデル43 (̂「/叫 ルフィルムフィーダ一モデル35 ！̂ド/貼《̂135用） 

コダック間接処理システム 7776 。6～175/00 011(0^^ 

日本コダック株式会社ヘルスィメ一ジング事業部 

1(03)5488-2830 中節宮業部0(052)953-6950 中四国営業部0(082)222-9325 
1(048)642-9880 閣西営業36 0(06)534-7090 九州^業部0(032)413-8460 

を

施̂
し
、
要
精
検
者
は
三
、
 

〇
九
四
人
(
五
ニ
ニ
冗
)
。
集
 

団
検
診
か
ら
の
精
密
検
査
受
診
 

人
員
は
、
他
の
医
療
機
関
実
施
 

分
を
含
め
一
一
、
一
一
六
八
人
(ヒ
 

三
，
三
の
お
)
で
、
そ
の
う
ち
 

早
期
が
ん
ニ
ニ
人
、
進
行
が
ん
 

三
一
一
人
を
発
見
し
た
。
 

以
上
が
当
協
会
に
お
け
る
集
 

団
検
診
の
現
況
で
す
。
 

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ま
だ
 

ま
だ
多
く
の
未
受
診
者
が
い
ま
 

す
。
こ
の
方
々
に
健
康
の
尊
 

さ
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
 

つ
て
い
た
だ
く
た
め
の
知
識
の
 

普
及
お
よ
び
啓

活̂
動
の
ガ
法
 

が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
は
 

当
協
会
の
広
報
課
の
利
用
も
一
 

つ
、
最
近
一
部
の
市
町
村
、
他
 

機
関
で
も
行
つ
て
い
ま
す
。
 

健

フ̂
ュ
ァ
、
健
康
ま
つ
り
 

な
ど
を
方
々
で
数
多
く
開
催
し
 

て
い
た
だ
き
、
大
い
に
健
康
に
 

関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
 
力
た
 

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

(
千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

検
診
部
主
幹
涛
川
庸
夫
)
 

健
協
会
は
一
次
検

委̂
託
機
^
 

と
し
て
大
腸
が
ん
検
診
に
携
わ
 

る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
次
検
診
 

の
み
を
担
当
し
て
い
る
わ
れ
わ
 

れ
の
機
関
と
し
て
も
、
一
次
検
 

診
の
受
診
率
ゃ
精
検
受
診
率
、
 

さ
ら
に
は
精
検
施
設
に
よ
る
^
 

査
結
果
な
ど
に
十
分
に
関
心
を
 

も
ち
全
検
診
シ
ス
テ
ム
の
精
度
 

の
向
上
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
 

る
。
 

今
回
は
、
平
成
六
年
度
の
検
 

診
結
果
を
中
心
に
検
診
す
る
こ
 

と
に
よ
り
、
そ
の
評
価
と
今
後
 

の
課
題
を
探
っ
て
み
た
。
 

対
象
.方
法
 

平
成
六
年
度
は
沖
槻
県
下
叫
 

一
市
町
村
に
お
い
て
三
五
、
〇
 

一
三
人
の
地
域
住
民
に
免
疫
便
 

潜
血
検
査
一
一
日
法
に
よ
る
大
腸
 

が
ん
検
診
を
実
施
し
た
。
 

成

績
 

一
次
検
診
受
診
者
数
は
男
一
 

二
、
七
一
一
人
、
女
ニ
ー
 
「
三
 

〇
一
一
入
で
あ
り
、
女
が
男
よ
り
 

か
な
り
多
か
っ
た
。
 

1
 

要
精
検
者
数
は
、
男
九
〇
山
I
 

県
り
 

都
だ
 

県
 

千
 

千
葉
県
に
お
け
る
胃
集
団
検
 

診
事
業
は
、
昭
和
四
0
年
に
始
 

ま
り
現
在
に
至
る
長
い
^̂
;を
 

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
当
 

初
の
検
診
車
一
台
よ
り
始
ま
り
 

現
在
予
備
車
を
含
め
十
一
一
台
の
 

保
有
と
な
り
、
多
く
の
ス
タ
ツ
 

フ
と
共
に
県
民
の
健
康
保
持
の
 

た
め
、
県
下
五
六
市
町
村
の
住
 

民
お
よ
び
職
域
従
業
員
を
対
象
 

に
東
奔
西
走
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
 

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
平
成
七
 

年
度
に
お
け
る
死
亡
者
は
、
全
 

国
で
一
一
六
一

1、
扎
五
一
一
人
、
本
 

県
で
は
九
、
九
七
四
人
が
何
ら
 

か
の
が
ん
で
死
亡
し
て
い
る
現
 

状

て

す

中

て

も

肺

カ

ス
 

は
、
昨
年
！
：
様
男
性
の
が
ん
の
 

中
で
第
一
位
。
次
い
で
肝
臓
が
 

ん
、
大
腸
が
ん
、
礼
が
ん
な
ど
 

と
共
に
、
依
然
増
加
傾
向
に
あ
 

り
ま
す
。
ま
た
、
胃
が
ん
は
再
 

び
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
が
ん
に
よ
る
死
亡
ゼ
 

口
を
目
標
に
、
本
県
で
は
、
一
 

次
予
防
と
し
て
の
が
ん
に
関
す
 

る
知
識
の
普
及
お
よ
び
啓
蒙
活
 

動
を
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
、
 

一
一
次
予
防
と
し
て
、
が
ん
検
診
 

を
昭
和
四
十
年
度
か
ら
の
胃
が
 

ん
検
診
に
始
ま
り
、
昭
和
四
十
 

五
年
度
子
宮
が
ん
、
昭
和
五
十
 

一
年
度
乳
が
ん
.
甲
状
腺
が
ん
、
 

肺
が
ん
、
平
成
一
一
年
度
か
ら
は
 

大
腸
が
ん
検
診
も
加
え
現
在
に
 

至
っ
て
い
ま
す
。
 

一
一
次
予
防
と
し
て
の
胃
集
団
 

検
診
の
平
成
七
年
度
に
お
け
る
 

実
施
結
果
は
、
延
べ
二
、
三
三
 

五
日
稼
働
で
一
三
八
、
四
六
七
 

人
を
実
施
し
、
要
精
密
検
査
者
 

は
一
六
、
六
八
五
人
二
四
.
 

七
冗
)
で
し
た
。
 

こ
の
集
団
検
診
か
ら
の
精
密
 

検
査
受
診
人
員
は
他
の
医
療
機
 

関
実
施
分
を
含
め
一
三
、
五
五
 

五

入

(
八

 一二
一
四
冗
)で
し
 

た
。
そ
の
う
ち
早
期
が
ん
七
六
 

人
、
進
行
が
ん
五
九
人
を
発
見
 

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
、
ひ
と
え
に
実
施
主
体
 

で
あ
る
市
町
村
、
職
場
の
ス
タ
 

ッ
フ
の
熱
意
あ
る
協
力
の
お
か
 

げ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
 

た
、
こ
の
熱
意
に
こ
た
え
る
ベ
 

く
当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
 

可
能
な
限
り
、
キ
メ
細
か
な
受
 

入
れ
体
制
を
と
る
様
努
力
が
必
 

要
と
思
い
ま
す
。
 

お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、
集
 

団
検
診
受
診
人
員
は
、
昭
和
四
 

十
年
に
始
ま
り
平
成
七
年
現
在
 

一
一
五
0万
人
を
突
破
の
一
「
五
 

〇
三
、
一
一
九
六
人
、
要
精
検
率
 

一
六
.
一
四
冗
.
精
検
受
診
率
 

七
三
丄
ハ
八
X
、
発
見
が
ん
数
 

一
一
、
五
七
八
入
、
が
ん
発
見
率
 

0
 
^
一

 
〇
冗
の
結
果
を
得
て
い
 

ま
9̂
 そ

の
他
当
協
会
実
施
の
集
団
 

が
ん
検
診
は
次
の
通
り
で
す
。
 

い
ず
れ
も
平
成
七
年
度
分
。
 

子
宮
が
ん
検
診
 

検
診
車
三
台
で
延
べ
六
五
八
 

日
に
わ
た
り
県
下
七
四
市
町
村
 

の
住
民
お
よ
び
職
域
従
業
員
に
 

対
象
に
 

一
0三
、
四
三
〇
人
 

(
う
ち
九
六
四
人
は
体
部
が
ん
 

検
診
も
受
診
)
を
実
施
し
、
そ
 

の
結
果
、
要
精
検
者
は
頸
部
七
 

九
五
人
ー
〇
，
七
七
冗
)
体
部
 

で
三
八
人
(
三
，
九
四
冗
)
で
 

し
た
。
集
団
検
診
か
ら
の
精
密
 

検
査
受
診
人
員
は
他
の
医
療
機
 

関
実
施
分
を
含
め
七
八
〇
人
 

(
九
三
，
六
四
冗
)
で
、
そ
の
 

う
ち
頸
部
が
ん
五
五
人
、
体
部
 

が
ん
七
人
を
発
見
し
ま
し
た
。
 

乳
が
ん
，
甲
状
腺
が
ん
 

延
べ
三
八
八
日
、
県
下
四
八
 

市
町
村
の
住
民
お
よ
び
職
域
従
 

業
員
を
対
象
に
五
九
、
一
九
六
 

人
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
要
 

精
検
密
検
査
者
は
、
扎
腺
三
、
 

三
〇
〇
人
(
五
.
五
七
冗
)
、
甲
 

状
腺
一
、
一
一
九
八
人
(
一
丁
一
 

九
冗
)
で
し
た
。
 

集
団
検
診
か
ら
の
精
密
検
査
 

受
診
人
員
は
、
他
の
医
療
機
関
 

実
施
分
を
含
め
、
孔
腺
が
三
、
 

0
七
三
人
(
九
三
ニ
ニ
さ
 

第
三
十
六
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
五
月
ニ
ニ
、
 

二
三
、
二
四
日
、
 

浜
松
)
ヮ
︱
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
施
設
検
診
発
見
脬
癌
の
実
態
と
そ
の
予
後
に
 

関
す
る
検
討
」
薛
癌
発
見
向
上
に
向
け
て
︱
︱
に
つ
い
て
、
横
浜
市
立
病
 

院
の
増
田
英
明
氏
は
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。
「
塍
癌
の
拾
い
上
げ
は
腹
部
 

超
音
波
検
査
間
接
所
見
を
積
極
的
に
精
査
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
 

は
、
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

当
施
設
に
お
け
る
肝
胆
脬
超
 

音
波
審
査
で
発
見
さ
れ
た
豚
悪
 

性
腫
瘍
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴
 

と
予
後
に
つ
い
て
検
討
を
行
 

い
、
発
見
向
上
の
対
策
に
つ
い
 

て
も
考
察
を
行
な
っ
た
結
果
に
 

つ
い
て
報
告
す
る
。
 

対
象
及
び
方
法
 

一
九
八
七
年
六
月
か
ら
一
九
 

九
六
年
三
月
ま
で
の
当
施
設
の
 

肝
胆
豚
検
診
の
延
べ
総
受
診
者
 

は
一
六
、
九
六
四
人
で
あ
り
、
 

こ
れ
ら
か
ら
発
見
さ
れ
た
脾
悪
 

性
腫
瘍
は
一
〇
例
(
発
見
率
 

〇
^
 0六
冗
)で
あ
る
。
こ
れ
 

を
検
討
の
対
象
と
し
、
臨
床
的
 

特
徴
と
そ
の
予
後
に
つ
い
て
検
 

討
し
た
。
 

結
果
及
び
考
察
 

発
見
豚
悪
性
腫
瘪
の
内
訳
は
 

脾
管
癌
七
例
(
発
見
率
〇
^
〇
 

四
％
)
、
脬
管
内
扎
頭
癌
一
一
例
 

ー
0

 ，
〇
〇
 
一
X
〗
脬
島
細
胞
 

癌
一
例
(
同
0

 ̂〇
0
六
冗
)
 

で
あ
っ
た
。
脬
管
癌
の
脬
癌
取
 

扱
規
約
に
よ
る
病
気
は
ス
テ
︱
 

ジ
一
は
一
例
、
ス
テ
Iジ
ー
一
は
 

ゼ
ロ
、
ス
テ
ー
ジ
三
は
三
例
、
 

ス
テ
︱
ジ
四
は
三
例
で
あ
り
、
 

三
、
四
が
大
部
分
を
占
め
て
い
 

た
。
 

脬
管
癌
の
腫
瘍
占
拠
部
位
は
 

頭
部
三
例
、
体
尾
部
一
一
例
、
鈎
 

部
一
例
、
全
体
一
例
で
あ
つ
 

た
。
脬
管
内
扎
頭
癌
の
腫
瘍
占
 

拠
部
位
は
体
尾
部
一
例
、
頭
部
 

一
例
、
島
細
胞
癌
は
頭
部
に
発
 

見
さ
れ
た
。
 

検
診
発
見
脬
悪
性
腫
瘍
の
予
 

を̂
み
る
と
、
全
本
で
は
一
年
 

生
存
率
(
七
〇
冗
、
二
年
生
 

存
率
(
六
0
%
)
、
三
年
生
存
 

率
(
五
〇
冗
ー
で
あ
つ
た
が
、
 

睇
管
癌
の
予
後
は
一
年
生
存
率
 

(
五
七
.
一
冗
)
、
一
一
年
生
存
率
 

(
四
二
.
九
％
)
、
三
年
生
存
率
 

(
一
一
八
，
六
冗
)
と
非
常
に
不
 

良
で
あ
っ
た
。
 

脾
管
癌
に
お
い
て
じ
5
 
(
腹
 

部
超
音
波
検
査
)
所
見
と
予
後
 

を
対
比
し
て
み
る
と
豚
管
-
胆
 

管
&
張
等
の
間
接
所
見
で
拾
い
 

上
げ
ら
れ
た
脾
癌
は
三
年
以
上
 

の
生
存
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
 

腫
瘤
像
で
発
見
さ
れ
た
脬
管
癌
 

は
予
後
は
不
良
で
あ
っ
た
。
ま
 

た
、
钩
部
に
位
置
す
る
豚
管
癌
 

は
じ
5
で
は
全
く
指
摘
不
能
で
 

あ
り
、
予
後
も
不
良
で
あ
つ
 

た
。
 

±

5
吾
 

-11一
。
 

脬
癌
の
拾
い
上
げ
は
じ
5
間
 

接
所
見
を
積
極
的
に
精
!!̂
ベ
 

き
で
あ
る
。
一
方
で
そ
!̂
界
 

第
三
十
四
回
日
本
消
化
器
集
 

検
学
会
(
十
月
三
日
.
島
根
県
 

民
会
館
)
ヮ
Iク
シ
ョ
ッ
プ
 

「
大
腸
が
ん
検
診
の
問
題
点
を
 

さ
ぐ
る
」
の
ヮ
Iク
シ
ョ
ッ
プ
 

で
琉
球
大
学
第
一
内
科
金
城
福
 

則
氏
は
「
効
率
の
よ
い
大
腸
が
 

ん
検
診
を
め
ざ
す
な
ら
ば
、
男
 

の
一
次
検
診
受
診
率
と
精
検
受
 

診
率
を
高
く
す
る
こ
と
が
重
要
 

だ
」
と
ノ
語
っ
た
。
こ
れ
は
、
 

そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

目

的
 

沖
網
県
に
お
い
て
も
平
成
四
 

年
度
か
ら
老
健
法
に
基
づ
い
た
 

大
腸
が
ん
検
診
が
ス
タ
︱
卜
し
 

た
。
そ
こ
で
、
沖
網
県
総
合
保
 

甲
状
腺
が
一
、
ニ
ニ
人
(
八
 

六
^
三
六
冗
)
で
、
そ
の
う
ち
 

乳
が
ん
五
五
人
、
甲
状
腺
が
ん
 

四
六
人
を
発
見
し
た
。
 

肺
が
ん
検
診
(
喀
痰
)
 

検
診
は
、
五
〇
歳
以
上
で
喫
 

煙
指
数
二
日
本
数
X
年
数
)
 

六
0
0
以
上
の
人
(
過
去
に
お
 

け
る
喫
堙
者
を
含
む
)
、
ま
た
 

は
四
〇
歳
以
上
で
最
近
六
力
X
 

以
内
に
血
痰
が
出
た
人
を
対
象
 

と
し
て
、
県
下
四
六
市
町
村
の
 

住
民
お
よ
び
職
域
従
業
員
を
対
 

象
に
一
〇
、
七
八
七
人
を
実
施
 

し
、
要
精
検
者
ニ
ニ
人
《
〇
，
 

二
0
さ
、
経
過
観
察
者
は
三
 

七
一
一
人
(
三
，
四
五
冗
)
で
し
 

た
。
 

集
団
検
診
か
ら
の
精
密
検
査
 

受
診
人
員
(
経
過
観
察
者
を
含
 

む
)
は
他
の
医
療
機
関
实
施
分
 

を
含
め
三
一
一
六
人
(
八
二
.
七
 

四
冗
)
で
、
そ
の
う
ち
肺
が
ん
 

一
0人
を
発
見
し
た
。
 

大
腸
が
ん
検
診
 

免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
検
査
 

一
一
日
法
で
行
い
、
県
下
一
I五
市
 

町
村
の
住
民
お
よ
び
職
域
従
柒
 

員
を
対
象
に
五
九
、
三
八
三
人
 

も
知
り
、
柔
钦
な
対
応
も
必
要
 

で
あ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
沖
緙
県
 

に
お
け
る
大
腸
が
ん
検
診
結
果
 

は
、
35接
乂
3̂
撮
お
に
よ
る
胃
 

が
ん
検
診
の
癌
発
見
率
〇
，
0
 

六
X
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
効
 

や
力
よ
ハ
 

今
後
、
効
果
の
よ
い
大
腸
が
 

ん
検

を̂
め
ざ
す
な
ら
ば
、
男
 

I
の
一
次
検
診
率
と
精
検
受
診
率
 

ぞ
ー
尚
く
す
る
-」
と
。
 

要
介
護
認
定
基
準
、
ケ
ア
プ
 

ラ
ン
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
 

る
高
齢
者
ケ
ア
サ
Iビ
ス
体
制
 

整
備
検
討
委
員
会
一
座
長
I一
井
 

形
昭
弘
脚
愛
知
県
健
康
づ
く
り
 

振
興
事
業
団
副
理
事
長
)
は
、
 

五
月
三
十
日
に
第
一
回
会
合
を
 

開
き
、
全
国
六
〇
力
所
で
実
施
 

し
た
「
要
介
護
認
定
の
モ
デ
ル
 

事
業
」
な
ど
平
成
八
年
度
亊
業
 

を
ま
と
め
た
。
厚
生
省
で
は
、
 

「
平
成
十
一
一
年
ま
で
に
ケ
ア
マ
 

ネ
︱
ジ
ャ
Iを
211五
万
人
養
 

成
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
 

い
る
。
 

人
(
七
二
冗
)
、
女
は
一
、
三
 

七
三
人
(
六
，
一
き
、
総
計
 

二
、
 二
七
九
人
(六
.五
冗
)
 

で
あ
リ
、
男
の
比
率
が
高
か
つ
 

た
。
 

一
方
、
精
検
受
診
者
数
は
、
 

男
六
八
四
人
一
七
五
.
五
％
)
、
 

女
一
、
一
〇
二
人
(
八
〇
，
三
 

冗

)
、

総

計

一

、

七

八

六

入
 

(
七
八
，
四
冗
)
で
あ
り
、
女
 

の
比
率
が
高
か
っ
た
。
 

が
ん
発
兄
数
は
、
男
は
四
六
 

人
 
ー
0三
六
冗
)、
女
は
三
一
 

人
一
〇
丄
四
冗
)
、
総
計
七
七
 

人
〖
0
 
ニ

ニ

一 冗
)で
あ
り
、
 

明
ら
か
に
？
：
の
比
率
が
高
か
つ
 

た
。
 


